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一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
中
国
の
少
数
民
族
が
居
住
し
て
い
る
民
族
自
治
地
方
（
以
下
、「
自
治
地
方
」
と
す
る
）
に
お
け
る
自
治
立
法
権
に
着
目
し
、

一
九
四
九
年
の
新
中
国
建
国
当
時
か
ら
発
展
を
見
せ
て
き
た
自
治
地
方
の
自
治
立
法
権
が
こ
ん
に
ち
で
は
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
自
治
立
法
権
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
多
民
族
国
家
で
あ
る
中
国
は
、
五
五
の
少
数
民
族
と
漢
民
族
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
少
数
民
族
の
人
口
は
中
国
総
人
口
の
約
九
％
し
か

占
め
て
い
な
い
が
、
居
住
し
て
い
る
地
域
の
面
積
は
全
国
の
約
六
四
％
を
占
め
る
ほ
ど
、
広
く
分
布
し
て
い（
1
）る。
人
口
は
少
な
い
も
の
の
、

広
い
範
囲
で
暮
ら
し
て
い
る
少
数
民
族
は
、
単
一
制
多
民
族
国
家
と
い
う
体
制
の
中
国
に
お
い
て
軽
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
一
九
四
九
年
に
新
中
国
が
成
立
し
、
ま
だ
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
共
同
綱
領
で
憲
法
を
代
替
し
て
い
た
頃
か
ら
、
少
数
民
族

及
び
自
治
地
方
の
自
治
立
法
権
に
関
す
る
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
一
般
地
方
の
立
法
権
等
に
つ
い
て
特
に
規
定
を
置
い
て
い

な
い
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
地
方
に
限
っ
て
は
、
自
治
地
方
が
最
初
に
立
法
権
を
有
し
た
地
域
と
な
る
。

　
中
国
に
お
い
て
少
数
民
族
が
居
住
し
て
い
る
地
域
で
は
、
民
族
区
域
自
治
と
い
う
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
民
族
区
域
自
治
制
度
と
は
、

国
家
の
統
一
性
と
民
族
の
多
様
性
を
考
慮
し
た
制
度
で
あ
り
、
国
家
の
統
一
領
導
の
下
で
、
各
少
数
民
族
が
居
住
し
て
い
る
地
域
ご
と
に

区
域
自
治
を
実
施
し
、
自
治
機
関
を
設
立
し
て
、
自
治
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
そ
の
内
容
と
す（
2
）る。

民
族
区
域
自
治
制
度
に
つ
い
て
の
詳

細
な
紹
介
は
既
に
先
行
研（
3
）究が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
自
治
立
法
権
」
に
絞
り
、
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　
自
治
地
方
は
、
人
口
・
規
模
・
社
会
発
展
水
準
等
に
よ
り
、
自
治
区
（
五
個
・
省
級
）、
自
治
州
（
三
〇
個
・
地
級
）、
自
治
県
（
一
二
〇

個
・
県
級
）
に
分
か
れ（
4
）る。
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中
国
に
お
い
て
、
自
治
地
方
は
、
一
般
地
方
が
有
し
て
い
る
「
地
方
立
法
権
」
と
、
自
治
地
方
だ
け
が
有
し
て
い
る
「
自
治
立
法
権
」

の
両
方
を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
「
二
重
の
立
法
権
」
を
備
え
て
い
る
点
で
特
殊
な
地
域
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
の
地
方
立
法
権
と
は
、
地
級
以
上
の
地
域
の
人
民
代
表
大
会
（
以
下
、「
人
大
」
と
す
る
）
及
び
そ
の
常
務
委
員
会
（
以
下
、「
常

委
会
」
と
す
る
）
に
付
与
さ
れ
る
「
当
該
地
域
に
関
わ
る
事
務
」
に
つ
い
て
地
方
性
法（
5
）規で
定
め
る
権
限
と
、
地
級
以
上
の
地
方
政
府
に

付
与
さ
れ
る
規
章
の
制
定（
6
）権を

指
す
。

　
そ
し
て
、
自
治
立
法
権
と
は
、
各
級
自
治
地
方
の
人
大
が
有
し
て
い
る
自
治
条
例
制
定
権
、
単
行
条
例
制
定
権
、
立
法
変
通
権
と
い
う

三
つ
の
立
法
権
限
を
指
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
自
治
条（
7
）例は

、
中
国
民
族
自
治
地
域
の
人
大
が
、
憲
法
が
付
与

し
た
権
限
に
従
い
、
当
該
民
族
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
制
定
す
る
規
範
性
文
件
で
あ
る
。
単
行
条（
8
）例は
、
特
定
の
あ

る
事
項
ま
た
は
分
野
、
あ
る
い
は
特
定
の
人
々
ま
た
は
地
域
で
実
施
さ
れ
る
規
範
性
文
件
で
あ
る
。
な
お
、
規
範
性
文（
9
）件と

は
、
各
級
機

関
、
団
体
、
組
織
が
制
定
す
る
、
人
々
の
行
為
に
つ
い
て
束
縛
及
び
規
制
す
る
性
質
を
も
つ
法
令
の
総
称
で
あ
り
、
憲
法
、
法
律
、
法
規
、

条
例
、
規
章
、
命
令
が
含
ま
れ
る
。

　
自
治
条
例
は
民
族
自
治
地
域
に
お
け
る
指
針
・
原
則
的
な
こ
と
に
つ
い
て
規
定
を
行
う
も
の
で
、
単
行
条
例
は
特
定
の
事
項
に
つ
い
て

専
門
的
に
規
定
を
行
う
も
の
で
あ
）
10
（

る
。
そ
し
て
、
立
法
変
通
権
は
、
民
族
自
治
地
域
の
自
治
立
法
機
関
が
、
当
該
地
域
の
実
際
の
状
況
に

照
ら
し
て
、
国
家
の
法
律
、
法
規
に
つ
い
て
、
変
更
ま
た
は
補
充
す
る
権
限
で
あ
り
、
主
に
単
行
条
例
の
形
で
制
定
さ
れ
る
。
立
法
変
通

権
は
、
自
治
地
方
の
自
治
立
法
権
の
一
番
核
心
的
な
部
分
と
も
言
え
）
11
（

る
。

　
二
重
の
立
法
権
を
も
っ
て
い
る
自
治
機
関
（
人
大
及
び
常
委
会
、
人
民
政
府
が
含
ま
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
立
法
法
の
改
正
を

機
に
拡
大
す
る
が
、
改
正
前
、
自
治
区
の
人
大
は
、
地
方
立
法
権
と
自
治
立
法
権
両
方
を
、
自
治
区
の
常
委
会
は
地
方
立
法
権
の
み
を
有

し
て
い
た
。
自
治
州
・
自
治
県
の
人
大
に
つ
い
て
は
、
人
大
が
自
治
立
法
権
を
有
す
る
に
と
ど
ま
り
、
常
委
会
は
立
法
権
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
自
治
立
法
権
と
地
方
立
法
権
い
ず
れ
も
行
使
が
で
き
な
か
っ
た
。
改
正
後
の
自
治
州
の
人
大
は
、
自
治
立
法
権
、
地
方
立
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法
権
両
方
を
、
常
委
会
は
、
地
方
立
法
権
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
）
12
（
た
。
即
ち
、
立
法
法
が
改
正
さ
れ
る
ま
で
は
、
二
重
の
立
法
権
を
も
っ

て
い
る
自
治
機
関
は
、「
自
治
区
の
人
大
の
み
」
で
あ
っ
た
が
、
立
法
法
改
正
後
は
、「
自
治
区
及
び
自
治
州
の
人
大
」
が
そ
の
対
象
と

な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
地
方
立
法
権
に
関
し
て
述
べ
る
部
分
も
あ
る
が
、
自
治
立
法
権
と
地
方
立
法
権
の
比
較
を
目
的
と
す
る
よ
り
は
、

優
先
さ
れ
る
べ
き
自
治
立
法
権
が
地
方
立
法
権
よ
り
も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
事
態
に
つ
い
て
分
析
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
第
二
章
で
は
順
調
な
発
展
か
ら
停
滞
、
衰
退
に
至
る
ま
で
、
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
自
治
立
法
権
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
、

第
三
章
で
は
、
自
治
立
法
権
が
衰
退
に
至
っ
た
原
因
及
び
二
〇
一
五
年
に
立
法
法
が
改
正
さ
れ
て
か
ら
の
自
治
立
法
権
の
状
）
13
（
況
を
分
析
し
、

第
四
章
で
は
自
治
立
法
権
の
復
活
が
必
要
な
原
因
及
び
復
活
に
向
け
て
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
民
族
自
治
地
方
に
お
け
る
自
治
立
法
権
の
変
遷

　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
自
治
立
法
権
が
一
九
四
九
年
新
中
国
建
国
か
ら
本
日
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
発
展
し
て
き
た
の
か
を

検
討
す
る
。
自
治
立
法
権
の
変
遷
は
主
に
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
地
方
立
法
権
よ
り
自
治
立
法
権
の
ほ
う
が
先
行
し
、
よ
り
順
調

に
発
展
し
て
い
た
時
期
か
ら
始
ま
り
、
特
に
変
化
も
発
展
も
な
く
停
滞
し
て
い
た
時
期
を
経
て
、
自
治
の
色
彩
が
薄
く
な
り
、
没
落
に
近

づ
く
衰
退
期
に
繫
が
る
。

㈠
　
発
展
期
（
一
九
四
九
年
〜
一
九
九
一
年
）

　
一
九
四
九
年
九
月
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
（
全
人
大
に
相
当
）
で
、
臨
時
憲
法
の
役
割
を
し
て
い
た
「
共
同
綱
領
」
五
一
条
は

「
少
数
民
族
の
居
住
地
域
で
は
、
民
族
区
域
自
治
を
実
施
し
、
各
自
治
機
関
は
、
居
住
す
る
地
域
の
面
積
と
人
口
に
合
わ
せ
て
設
立
す

る
」
と
し
た
。
民
族
区
域
自
治
制
度
は
、
こ
の
時
期
か
ら
既
に
国
の
政
治
制
度
の
一
つ
と
し
て
確
立
さ
れ
）
14
（
た
。
共
同
綱
領
で
の
規
定
は
原
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則
的
な
も
の
が
多
く
、
自
治
立
法
権
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
共
同
綱
領
に
基
づ
き
、
一
九
五
二
年
に
七
章
四
〇
条
構
成

で
制
定
さ
れ
た
「
民
族
区
域
自
治
に
関
す
る
実
施
綱
）
15
（

要
」
が
、
民
族
区
域
自
治
制
度
及
び
自
治
権
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、
自
治
立
法
権

に
つ
い
て
は
、
二
三
条
で
「
各
自
治
区
の
自
治
機
関
は
、
中
央
人
民
政
府
及
び
上
級
人
民
政
府
に
よ
る
法
令
の
範
囲
内
で
、
自
治
区
単
行

法
規
を
制
定
で
き
る
。
制
定
し
た
法
規
は
、
上
級
人
民
政
府
の
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
中
央
人
民
政
府
政
務
院
に
届
出
る
」
と
し
た
。
こ

の
時
は
、
国
家
が
長
い
戦
争
を
終
え
、
ま
だ
安
定
期
に
入
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
国
家
に
お
け
る
各
種
制
度
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方
立

法
権
等
に
つ
い
て
も
定
め
る
法
律
が
整
っ
て
い
な
か
っ
）
16
（
た
。
そ
れ
に
鑑
み
る
と
自
治
立
法
権
は
地
方
に
お
け
る
立
法
活
動
の
中
で
は
、
好

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
言
え
る
。

　
そ
の
後
、
一
九
五
四
年
に
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
七
〇
条
に
お
い
て
「
自
治
区
、
自
治
州
、
自
治
県
の
自
治
機
関
は
憲
法
及
び
法
律
の
規

定
に
従
い
、
自
治
権
を
行
使
す
る
…
…
各
自
治
機
関
は
、
当
該
民
族
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
自
治
条
例
及
び
単
行
条

例
の
制
定
が
可
能
で
あ
り
、
全
人
大
常
委
会
の
承
認
を
得
て
効
力
を
有
す
る
」
と
さ
れ
た
。
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
五
六
年
ま
で
に
全
国

に
は
、
二
つ
の
自
治
区
、
三
〇
の
自
治
州
、
五
三
の
自
治
県
を
含
む
、
八
五
箇
所
の
自
治
地
方
が
で
き
、
現
段
階
の
七
割
ほ
ど
が
こ
の
時

期
既
に
形
に
な
っ
て
い
）
17
（
た
。
中
国
法
律
法
規
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
自
治
地
方
に
よ
る
最
初
の
立
法
活
動
は
、
一
九
五
九
年
、
広
西

壮
族
自
治
区
の
人
民
政
府
が
制
定
し
た
「
自
治
区
及
び
市
県
事
業
行
政
財
政
管
理
事
務
権
限
配
分
に
関
す
る
規
定
」（
広
西
壮
族
自
治
区
人

民
委
員
会
、
一
九
五
九
年
九
月
一
五
日
）
で
あ
）
18
（
る
。
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
ま
で
、
立
法
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
原
因
は
、
一

九
五
七
年
か
ら
共
産
党
の
指
導
思
想
が
変
化
し
、「
左
」
の
過
）
19
（

ち
及
び
一
九
六
七
年
か
ら
約
十
年
間
続
い
た
文
化
大
革
命
の
時
）
20
（

期
を
迎
え
、

国
家
の
法
律
制
度
全
般
が
破
壊
さ
れ
た
の
で
、
自
治
立
法
権
も
有
名
無
実
の
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
筆
者
が
こ
の
時
期
を
特
に
分
離
せ
ず
に
発
展
期
へ
と
分
類
し
た
の
は
、
こ
の
時
期
は
自
治
立
法
権
の
み
な
ら
ず
、
地
方
立
法
権
全
体
が

破
壊
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
時
期
の
自
治
立
法
権
が
有
名
無
実
の
も
の
と
は
言
え
、
改
正
さ
れ
た
一
九
七
五
年
憲
法
が
、
地

方
立
法
権
に
関
す
る
規
定
は
全
て
削
除
し
た
も
の
の
、
自
治
立
法
権
に
関
す
る
規
定
だ
け
は
残
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
憲
法
二
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四
条
は
、「
…
…
民
族
自
治
地
方
の
自
治
機
関
は
…
…
自
治
権
を
行
使
し
、
各
上
級
機
関
は
、
民
族
自
治
地
方
の
自
治
権
行
使
を
保
障
し
、

少
数
民
族
が
社
会
主
義
革
命
及
び
社
会
主
義
建
設
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
と
し
た
。
従
っ
て
、
立
法
活
動
が
な
か
っ

た
と
は
言
え
、
自
治
立
法
権
は
留
保
さ
れ
て
い
た
の
で
、
大
動
乱
の
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
自
治
立
法
権
は
重
視
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ

う
。

　
大
動
乱
の
時
期
が
転
機
を
迎
え
た
の
は
、
一
九
七
八
年
の
鄧
小
平
政
権
の
登
場
に
伴
う
改
革
開
放
の
時
期
へ
の
突
入
で
あ
る
。
こ
の
時

期
か
ら
、
国
の
制
度
全
般
が
回
復
の
兆
し
を
見
せ
、
一
九
八
二
年
に
憲
法
も
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
自
治
立
法
権
に
関
す
る
規
定
が
よ

り
整
っ
た
形
に
な
っ
た
。
憲
法
一
一
六
条
は
、「
民
族
自
治
地
方
の
人
大
は
、
当
該
民
族
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
、

自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
を
制
定
で
き
る
。
自
治
区
の
自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
は
全
人
大
常
委
会
の
承
認
を
得
て
効
力
を
有
す
る
。
自

治
州
、
自
治
県
の
自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
は
、
省
ま
た
は
自
治
区
の
人
大
常
委
会
の
承
認
を
得
て
効
力
を
有
し
、
さ
ら
に
全
人
大
常
委

会
に
届
出
る
」
と
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
四
年
に
、「
民
族
区
域
自
治
法
」
が
制
定
さ
れ
、
自
治
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
が
設
け
ら
れ
、

民
族
区
域
自
治
制
度
全
体
が
よ
り
制
度
化
及
び
法
律
化
さ
れ
、
民
族
区
域
自
治
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
）
21
（

る
。
一
九
八

三
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
の
間
に
、
各
自
治
地
方
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
規
範
性
文
件
の
数
は
九
七
九
）
22
（
件
と
、
活
発
に
立
法
活
動
が
行
わ

れ
た
。

㈡
　
停
滞
期
（
一
九
九
二
年
〜
二
〇
〇
一
年
）

　
そ
の
後
、
一
九
九
二
年
よ
り
、
社
会
主
義
市
場
経
済
へ
の
改
革
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
民
族
自
治
地
方
の
発
展
も
停
滞
期
を
迎
え
た
。

社
会
主
義
計
画
経
済
を
実
施
し
た
時
期
に
は
、
民
族
自
治
地
方
に
対
す
る
優
遇
政
策
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
た
）
23
（
が
、
市
場
経
済
に
変
換
し

て
か
ら
は
、
破
壊
さ
れ
て
い
た
国
の
経
済
の
回
復
、
発
展
が
最
優
先
で
あ
っ
た
た
め
、
地
理
的
な
位
置
や
貿
易
、
輸
出
等
で
有
利
で
あ
っ

た
沿
海
地
域
、
東
部
地
域
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
、
自
治
地
方
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
、
政
策
上
で
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
な
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く
）
24
（

、
自
治
立
法
権
も
目
立
つ
変
化
や
発
展
が
な
い
ま
ま
続
い
て
い
）
25
（
た
。

　
改
革
開
放
の
時
期
に
入
っ
て
か
ら
、
立
法
の
数
が
膨
大
に
な
っ
て
し
ま
）
26
（

い
、
立
法
が
無
秩
序
な
環
境
で
行
わ
れ
た
の
で
、
立
法
体
系
全

体
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
た
め
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
立
法
法
の
制
定
は
不
可
避
な
選
択
で
あ
る
と

み
ら
れ
て
い
）
27
（
た
。
つ
い
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
「
立
法
の
た
め
の
法
律
」
で
あ
る
立
法
法
が
制
定
さ
れ
、
立
法
の
主
体
、
各
主
体
の
権
限
、

立
法
手
続
、
矛
盾
抵
触
問
題
等
に
つ
い
て
全
面
的
に
規
定
を
行
い
、
立
法
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
地
方
立
法
も
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
）
28
（
る
。
一
九
九
七
年
に
立
法
法
の
制
定
が
決
定
し
て
か
ら
、
草
案
の
作
成
段
階
に
入
り
、
様
々
な
バ
ー

ジ
ョ
）
29
（

ン
が
公
開
さ
れ
、
自
治
立
法
権
も
発
展
の
時
期
を
迎
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
自
治
立
法
権

が
地
方
立
法
権
よ
り
、
あ
る
程
度
先
行
し
て
い
た
と
は
言
え
、
完
璧
な
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

自
治
立
法
権
と
名
付
け
ら
れ
な
が
ら
、
上
級
機
関
の
承
認
な
し
で
は
効
力
を
有
し
な
い
曖
昧
な
位
置
づ
け
や
、
承
認
期
限
が
設
け
ら
れ
て

お
ら
ず
、
上
級
機
関
の
審
査
に
一
年
以
上
時
間
が
掛
か
る
問
題
、
自
治
立
法
権
を
行
使
で
き
る
主
体
が
各
級
自
治
機
関
の
人
大
に
限
ら
れ
、

年
に
一
度
し
か
立
法
活
動
が
で
き
な
い
点
等
、
自
治
立
法
権
行
使
を
悩
ま
せ
る
課
題
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
き
）
30
（

た
。
自
治
立
法
権
よ
り
ス

タ
ー
ト
は
遅
れ
て
い
る
が
、
地
方
立
法
権
の
場
合
は
上
級
機
関
の
承
認
も
不
要
）
31
（
で
、
人
大
及
び
常
委
会
の
両
方
が
立
法
権
を
有
す
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
自
治
地
方
と
し
て
、
一
般
地
方
よ
り
大
き
い
立
法
権
限
を
与
え
る
趣
旨
で
あ
っ
た
自
治
立
法
権
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な

差
が
つ
く
の
は
納
得
が
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
言
う
と
、
立
法
法
の
制
定
に
よ
る
自
治
立
法
権
の
発
展
は
結
局

「
挫
折
」
を
迎
え
）
32
（

た
。
公
開
さ
れ
た
立
法
法
は
、
自
治
立
法
権
に
つ
い
て
変
化
を
も
も
た
ら
し
て
い
な
く
、
憲
法
と
民
族
区
域
自
治
法
の

規
定
を
繰
り
返
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
立
法
法
は
、
初
め
て
制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
中
国
に
し
か
存
在
し
な
い
独
特

な
法
律
で
あ
る
以
上
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
先
行
し
て
い
る
自
治
立
法
よ
り
も
、
発
展
が
遅
れ
て
い
る
地
方
立
法
権
か
ら
調
整
を
行

い
、
所
期
の
成
果
が
出
た
ら
、
自
治
立
法
権
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
と
の
立
場
で
あ
っ
）
33
（

た
。
自
治
立
法
権
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
て
い

な
い
立
法
法
に
対
し
て
は
当
時
批
判
の
声
が
相
次
）
34
（
ぎ
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
考
慮
し
た
の
か
、
翌
年
の
二
〇
〇
一
年
に
自
治
権
強
化
を
メ
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イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
「
民
族
区
域
自
治
法
」
の
改
正
が
発
表
さ
れ
た
。
新
し
い
民
族
区
域
自
治
法
は
、
自
治
立
法
権
に
関
し
て
二
箇
所
の

改
正
を
行
っ
た
。
一
九
条
に
お
い
て
「
…
…
自
治
州
、
自
治
県
の
自
治
機
関
が
制
定
し
た
自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
は
、
省
、
自
治
区
、

直
轄
市
の
人
大
常
委
会
の
承
認
を
得
て
効
力
を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
全
人
大
常
委
会
及
び
国
務
院
に
届
出
る
」
と
定
め
、
承
認
す
る
主
体

に
は
、
直
轄
市
の
人
大
常
委
会
を
、
届
出
先
に
な
る
機
構
に
は
、
国
務
院
を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
追
加
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
条
で
は
、

「
上
級
機
関
の
決
議
、
決
定
、
命
令
、
指
示
が
、
民
族
自
治
地
方
の
実
際
の
状
況
と
合
わ
な
い
場
合
、
自
治
機
関
は
、
上
級
機
関
の
承
認

を
得
て
、
変
通
し
て
執
行
す
る
か
、
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
承
認
機
関
は
報
告
を
受
け
て
か
ら
六
〇
日
以
内
に
結
論
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
改
正
前
は
変
通
権
行
使
に
関
す
る
承
認
期
限
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
改
正
に
よ
り
六
〇
日
以
内
と
な
っ

た
。
立
法
変
通
権
に
つ
い
て
は
改
正
に
よ
っ
て
承
認
期
限
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
改
正
前
の
よ
う
に
承
認
に
か
か
る
時
間
が
一
年
以
上
と

な
る
こ
と
で
、
変
化
す
る
状
況
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
問
題
は
解
決
を
迎
え
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
り
、
自

治
条
例
及
び
単
行
条
例
は
、
承
認
機
関
と
届
出
る
機
関
が
増
え
た
の
で
、
逆
に
負
担
が
よ
り
重
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
立
法
法
の
制
定
、

民
族
区
域
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
自
治
立
法
権
の
活
性
化
が
相
次
い
で
挫
折
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
治
立
法
権
の
拡
充
に
向
け
た
動
き
に

も
諦
念
が
広
が
り
、
下
降
傾
向
を
見
せ
始
め
た
。

㈢
　
衰
退
期
（
二
〇
〇
二
年
〜
）

　
自
治
地
方
で
は
、
徐
々
に
行
使
が
難
し
い
自
治
立
法
権
よ
り
も
制
定
が
簡
単
な
地
方
立
法
権
に
頼
る
傾
向
が
現
れ
た
。
幸
い
、
ま
だ
こ

の
段
階
で
は
、
民
族
自
治
地
方
で
自
治
立
法
権
と
地
方
立
法
権
の
両
方
を
有
し
て
い
る
の
は
、
省
レ
ベ
ル
で
あ
る
「
五
つ
の
自
治
区
の
人

大
の
み
」
だ
っ
た
の
で
、
自
治
立
法
権
の
「
衰
退
」
が
深
刻
で
あ
る
と
の
認
識
が
薄
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
立
法
法
改
正
に
よ

り
状
況
は
変
わ
っ
て
き
た
。

　
立
法
法
の
改
正
が
決
ま
り
、
立
法
主
体
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
、
地
級
市
レ
ベ
ル
に
ま
で
立
法
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。
自
治
地
方
に
限
っ
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て
言
う
と
、
立
法
法
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
は
立
法
権
限
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
自
治
州
の
人
大
常
委
会
に
対
し
て
は
、「
都
市
建
設
及

び
管
理
、
環
境
保
護
、
歴
史
文
化
保
護
」
の
三
つ
の
領
域
に
限
り
、
地
方
立
法
権
が
新
た
に
付
与
さ
れ
た
。
自
治
州
の
人
大
は
、
元
々

あ
っ
た
自
治
立
法
権
に
加
え
て
地
方
立
法
権
も
付
与
さ
れ
た
。
自
治
区
に
続
き
、
自
治
州
ま
で
地
方
立
法
権
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
自

治
地
方
の
立
法
活
動
に
お
い
て
、
大
き
な
地
殻
変
動
を
予
告
し
て
い
た
。
自
治
州
は
、
自
治
地
方
の
中
で
も
活
発
に
立
法
活
動
を
行
う
地

域
で
あ
り
、
一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
間
に
自
治
区
の
人
大
が
制
定
し
た
自
治
条
例
の
数
は
四
〇
件
に
止
ま
っ
て
い
た
の
に

対
し
、
自
治
州
の
人
大
が
制
定
し
た
も
の
は
四
〇
〇
件
に
も
及
ん
で
お
）
35
（
り
、
こ
う
し
た
差
が
出
る
要
因
は
、
自
治
州
が
地
級
市
レ
ベ
ル
に

相
当
す
る
地
域
と
し
て
規
模
が
小
さ
い
上
に
、
全
国
に
三
〇
箇
所
も
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
自
治
区
は
数
だ
け
で
自
治
州

と
一
〇
倍
の
差
が
出
て
い
た
。
自
治
区
は
五
つ
し
か
な
い
上
に
、
省
レ
ベ
ル
の
地
域
で
あ
る
の
で
、
原
則
的
・
抽
象
的
な
内
容
で
の
規
範

性
文
件
が
多
く
、
よ
り
当
該
地
域
に
寄
り
添
う
具
体
的
な
内
容
で
の
規
範
性
文
件
の
制
定
は
自
治
州
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
も
そ

も
自
治
立
法
権
の
行
使
の
難
し
さ
に
悩
ん
で
い
た
自
治
州
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
立
法
法
の
変
化
は
、
自
治
立
法
権
の
活
用
を
諦
め
は
じ

め
、
地
方
立
法
権
に
頼
り
つ
つ
あ
っ
た
動
き
に
拍
車
を
か
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
立
法
法
改
正
後
、
自
治
地
方
、
特
に
自
治
州
の
立

法
中
心
は
、
完
全
に
地
方
立
法
権
に
移
っ
て
し
ま
）
36
（
い
、
自
治
立
法
権
は
そ
の
存
在
感
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

三
　
自
治
立
法
権
の
現
在

　
自
治
立
法
権
が
、
停
滞
の
段
階
を
超
え
、
衰
退
に
向
か
っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
の
は
、
地
方
立
法
権
が
自
治
立
法
権
を
代
替
す
る

事
態
に
ま
で
悪
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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㈠
　
地
方
立
法
権
の
逆
転

　
二
〇
〇
四
年
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
人
大
常
委
会
は
「
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
モ
ン
ゴ
ル
言
語
文
字
工
作
（
事
務
）
条
例
」
を
制
定
し

た
。
少
数
民
族
の
言
語
文
字
に
関
わ
る
も
の
で
、
自
治
立
法
権
の
制
定
範
囲
に
属
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
単
行
条
例
で
制
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
人
大
常
委
会
は
当
該
条
例
を
地
方
性
法
規
と
し
て
公
布
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
地
方
立
法
権
が
自
治
立
法

権
を
代
替
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
は
存
在
し
た
）
37
（

が
、
当
時
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
人
大
常
委
会
は
、
当
該
条
例
が
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
内
の
諸
言
語
の
関
係
を
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
少
数
民
族
言
語
と
い
う
側
面
よ
り
は
、
モ
ン
ゴ
ル
言
語
の

普
及
と
発
展
に
重
点
を
お
い
て
お
り
、
地
方
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
地
方
性
法
規
の
形
を
選
ん
だ
と
）
38
（

し
、
大
き
い
議
論
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
民
族
性
を
有
す
る
事
項
に
つ
い
て
自
治
立
法
権
で
解
決
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
人

大
常
委
会
の
意
見
は
納
得
い
く
も
の
で
は
な
い
が
、
地
方
立
法
権
が
自
治
立
法
権
を
代
替
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
解
決
す
べ
き
か
、
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
法
律
が
な
い
状
況
で
、
か
つ
他
の
四
つ
の
自
治
区
で
は
類
似
し
た
問
題
が
ま
だ
発
生
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
当
時
の
議
論
は
結
局
有
耶
無
耶
に
な
っ
た
。

　
事
態
の
深
刻
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
立
法
法
改
正
後
、
三
〇
に
も
及
ぶ
自
治
州
で
、
上
述
し
た
よ
う
な
現
象
が
相
次
い
で
発
生

し
て
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
に
制
定
し
た
「
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
酉
水
河
流
域
保
護
条
例
」
は
地
方
性
法
規
の
形
で
公
布
さ
れ

た
。
二
〇
一
四
年
か
ら
立
法
計
画
に
入
っ
て
い
た
こ
の
条
例
の
制
定
を
巡
り
、
草
案
を
作
成
す
る
段
階
で
は
単
行
条
例
で
制
定
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
立
法
法
が
改
正
さ
れ
、
地
方
性
法
規
と
し
て
の
制
定
も
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
治
州
人
大
常
委
会
は
、
吉

首
大
学
と
河
北
民
族
学
院
に
諮
問
す
る
こ
と
と
な
っ
）
39
（
た
。
当
時
の
結
論
は
、
環
境
保
護
と
関
わ
る
部
分
で
は
あ
る
が
、
条
文
の
内
容
か
ら

見
て
、
当
該
民
族
の
特
性
か
ら
く
る
生
態
保
護
問
題
が
主
な
内
容
で
あ
る
以
上
、
本
来
計
画
し
て
い
た
単
行
条
例
で
制
定
す
べ
き
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
）
40
（
た
。
し
か
し
、
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
の
人
大
常
委
会
は
、
最
終
的
に
地
方
性
法
規
の
形
を
選
ん
だ
。
他
方
、
同
年
に
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湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
人
大
が
公
開
し
た
「
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
酉
水
河
流
域
保
護
条
例
」
は
単
行
条
例
で
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

二
つ
の
条
例
の
内
容
は
あ
ま
り
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
い
ず
れ
も
単
行
条
例
で
制
定
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、「
湘
西
土

家
族
苗
族
自
治
州
高
望
界
国
家
級
自
然
保
護
区
条
例
」（
二
〇
一
六
）
は
単
行
条
例
で
制
定
さ
れ
た
一
方
、「
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
白

雲
山
国
家
級
自
然
保
護
区
条
例
」（
二
〇
一
七
年
）
は
地
方
性
法
規
で
制
定
さ
れ
）
41
（
る
等
、
地
方
立
法
権
に
よ
る
代
替
、
混
同
問
題
が
蔓
延
し

て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
数
の
上
か
ら
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
に
立
法
法
が
改
正
さ
れ
て
か
ら
の
雲
南
省
の
八
つ
の
自
治
州
の
立

法
状
）
42
（

況
を
例
に
す
る
と
、
立
法
法
が
改
正
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
の
間
に
自
治
州
の
人
大
が
制
定
し
た
自
治
条
例
と

単
行
条
例
の
数
は
、
計
一
二
件
と
年
平
均
四
件
と
な
り
、
二
〇
一
四
年
の
数
に
比
べ
る
と
半
分
以
上
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
時
期
、

自
治
州
の
人
大
及
び
常
委
会
が
制
定
し
た
地
方
性
法
規
の
総
数
は
一
三
二
件
と
自
治
立
法
権
と
は
比
べ
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
差
を
示
し
て

い
る
。
雲
南
省
自
治
州
の
立
法
活
動
の
九
割
以
上
は
、
一
般
地
方
の
立
法
権
に
頼
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
た
。

㈡
　
自
治
立
法
権
の
衰
退
の
原
因

　
で
は
、
こ
こ
で
生
じ
る
疑
問
は
、
地
方
立
法
権
に
よ
る
自
治
立
法
権
の
代
替
が
な
ぜ
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で

は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

1　

地
方
立
法
権
と
の
区
分
が
不
明
確

　
要
因
の
一
つ
と
し
て
ま
ず
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
地
方
立
法
権
と
自
治
立
法
権
の
区
分
が
困
難
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
条
文
の

上
で
は
、
自
治
立
法
権
と
地
方
立
法
権
は
、
そ
の
定
義
、
立
法
趣
旨
、
立
法
主
体
、
立
法
範
囲
等
が
異
な
っ
て
い
る
。
立
法
法
七
三
条
の

規
定
に
よ
れ
ば
、
地
方
立
法
権
に
よ
り
制
定
可
能
な
の
は
、
憲
法
、
法
律
、
行
政
法
規
の
規
定
を
当
該
地
方
で
執
行
す
る
に
あ
た
り
制
定
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が
必
要
な
事
務
、
及
び
当
該
地
域
の
内
部
の
事
務
に
属
し
地
方
性
法
規
の
制
定
が
必
要
な
事
務
の
二
つ
で
あ
る
。
一
方
、
立
法
法
七
五
条

の
規
定
に
よ
れ
ば
、
自
治
立
法
で
制
定
可
能
で
あ
る
の
は
当
該
民
族
自
治
地
方
の
民
族
の
政
治
、
経
済
、
文
化
と
関
わ
る
民
族
性
事
務
で

あ
る
。
即
ち
、
地
方
立
法
権
は
当
該
地
域
の
「
地
域
事
務
」、
自
治
立
法
権
は
「
民
族
事
務
」
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
性

質
の
違
う
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
混
同
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
民
族
区
域
自
治
制
度
が
そ
の
定
義
か
ら
、
区
域
自
治
（
地
域
性
）
と
民
族
自
治
（
民
族
性
）
両

方
を
満
た
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
民
族
自
治
地
方
に
お
い
て
は
明
確
に
地
域
事
務
と
民
族
事
務
を
分
け
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
い

う
問
題
が
存
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
主
に
少
数
民
族
が
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
以
上
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
務
が
民
族

と
関
連
を
持
つ
と
同
時
に
、
地
域
の
事
務
と
も
関
わ
り
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
区
別
に
関
す
る
法
律
上
の
規
定
は
、
上
述
し
た
立
法

法
の
規
定
が
全
て
で
あ
り
、
条
文
上
の
「
地
域
内
部
の
事
務
」、「
民
族
性
事
務
」
に
関
す
る
明
確
な
解
釈
や
詳
細
な
規
定
が
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
も
と
で
、
自
治
地
方
の
自
治
機
関
は
、
あ
る
一
つ
の
事
項
が
、
地
域
事
務
と
少
し
で
も
関
わ
り
が
あ
る
場
合
に
は
制

定
手
続
が
簡
単
で
あ
る
地
方
立
法
権
を
利
用
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
自
治
立
法
権
の
場
合
、
立
法
権
を
有
す
る
の
は
自
治
地
方

の
人
大
で
あ
り
、
人
大
は
年
に
一
度
、
一
〇
日
ほ
ど
し
か
会
議
を
行
わ
ず
、
こ
の
時
期
に
限
り
立
法
活
動
が
可
能
な
の
で
あ
る
）
43
（
が
、
地
方

立
法
権
の
場
合
は
、
地
方
の
人
大
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
常
委
会
も
立
法
権
限
を
有
）
44
（

し
、
人
大
の
閉
会
期
間
で
も
常
委
会
に
よ
る
立
法
活
動

が
可
能
で
あ
る
の
で
、
時
期
的
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
自
治
立
法
の
場
合
、
制
定
し
た
条
例
が
効
力
を
有
す
る
た
め

に
は
上
級
機
関
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
が
、
地
方
立
法
は
、
上
級
機
関
に
届
出
る
だ
け
で
効
力
を
有
す
る
の
で
、
自
治
立
法
権
と
地
方
立

法
権
の
区
分
が
曖
昧
で
あ
る
状
況
で
は
、
地
方
立
法
権
を
活
用
す
る
の
も
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
仮
に
地
方
立
法
権

で
自
治
立
法
権
を
代
替
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
規
制
を
行
う
法
律
上
の
規
定
が
な
い
の
で
、
自
治
地
方
の
自
治
機
関
は
、

地
方
立
法
権
を
多
用
す
る
こ
と
で
よ
り
大
胆
に
立
法
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ
り
、
民
族
自
治
地
方
で
は
、
自
治
立

法
権
よ
り
地
方
立
法
権
で
の
立
法
に
頼
る
こ
と
と
な
り
、
自
治
立
法
の
衰
退
は
日
々
深
刻
に
な
っ
て
き
た
。
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2　

政
治
背
景
及
び
政
策
の
変
化

　
そ
し
て
、
政
権
の
変
化
に
伴
う
政
策
の
変
化
及
び
時
代
の
推
移
も
自
治
立
法
権
の
衰
退
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
中
国
は
共
産
党
に
よ
る
一
党
制
統
治
を
続
け
て
い
る
国
で
あ
る
。
ま
た
、
三
権
分
立
の
体
制
で
は
な
く
、
共
産
党
の
執
権
の
下
に
、
三

権
分
工
体
制
を
維
持
し
て
い
）
45
（
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
他
の
国
に
比
べ
、
中
国
に
お
け
る
時
代
別
の
政
権
及
び
政
策
の
変
化
が
、
立

法
を
含
む
各
領
域
に
対
し
て
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
秦
の
時
代
か
ら
一
九
四
九
年
に
国
民
党
と
の
内
戦
が
終
わ
る
ま
で
、
中
国
で
は
戦
争
が
絶
え
な
か
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
新
中
国
が
成

立
し
て
か
ら
も
、
し
ば
ら
く
は
残
っ
て
い
た
国
民
党
の
残
存
勢
力
の
処
理
で
政
権
は
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
再
び
国
家
が
分
裂
し
、
政

権
が
動
揺
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
共
産
党
が
最
も
懸
念
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
少
数
民
族
に
関
す
る
政
策
は
、
こ
の
時
期
か
ら

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、「
単
一
制
の
維
持
、
民
族
平
等
の
実
現
、
そ
し
て
民
族
の
独
立
と
自
決
を
否
定
す
る
」
と
い
う
民
族
政
策
の
基
本

方
針
は
常
に
強
調
さ
れ
て
き
）
46
（
た
。
即
ち
、
国
の
安
定
と
発
展
を
図
る
た
め
、
国
政
が
完
全
に
安
定
期
に
入
る
ま
で
、
中
央
政
府
は
、
少
数

民
族
に
対
す
る
政
策
を
固
持
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
改
革
開
放
時
代
が
幕
を
開
け
た
頃
か
ら
、
事
情
は
変
わ
っ
た
。
三
〇
年
以
上
続
い
て
き
た
共
産
党
政
権
は

も
は
や
揺
れ
る
こ
と
な
く
、
国
家
は
安
定
期
に
入
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
国
家
は
経
済
の
回
復
と
発
展
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
を
迎
え
）
47
（
た
。
ま
た
、
毛
沢
東
政
権
が
理
想
と
し
て
い
た
「
全
て
の
地
域
が
平
等
で
あ
り
、
と
も
に
豊
か
に
な
る
」
と
の
思
想
と
は
異
な

り
、
鄧
小
平
政
権
は
大
躍
）
48
（

進
か
ら
文
化
大
革
命
ま
で
の
経
験
を
基
盤
に
「
全
て
の
地
域
が
同
時
に
豊
か
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

条
件
を
揃
え
た
地
域
が
先
に
豊
か
に
な
り
、
遅
れ
て
い
る
地
域
を
牽
引
す
る
」
政
策
に
方
向
性
を
変
え
）
49
（

た
。
こ
こ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
民

族
自
治
地
方
に
実
施
し
て
き
た
「
優
遇
政
策
」、「
特
別
支
援
」
は
徐
々
に
姿
を
消
し
、
短
期
間
で
大
き
な
経
済
効
果
を
出
せ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
沿
海
地
域
、
東
部
地
域
に
経
済
支
援
を
集
中
さ
せ
）
50
（

た
。
約
二
〇
年
の
努
力
を
経
て
、
上
海
市
、
広
州
市
を
は
じ
め
と
す
る
東
部

地
域
と
沿
海
地
域
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、「
比
較
的
大
き
い
）
51
（
市
」、「
経
済
特
区
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の
あ
る
）
52
（
市
」
等
が
新
し
い
立
法
主
体
と
し
て
登
場
し
、
地
級
市
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
破
格
的
に
省
と
同
じ
立
法
権
限
を
付
与
さ
れ
た
。

間
も
な
く
民
族
自
治
地
方
に
も
順
番
が
回
っ
て
く
る
と
期
待
さ
れ
た
時
期
に
、
鄧
小
平
政
権
は
、
一
九
九
九
年
に
「
西
部
大
開
）
53
（

発
」
と
い

う
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
治
地
方
も
東
部
地
域
と
同
じ
く
、
光
を
浴
び
る
時
期

が
到
来
し
た
か
と
思
わ
れ
た
が
、「
西
部
大
開
発
」
は
思
う
ほ
ど
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
開
発
の
過
程
で
、
使
用
し
て
い
る
言
語
が
異
な

る
等
の
問
題
か
ら
意
思
疎
通
が
困
難
で
あ
っ
た
点
、
開
発
に
伴
う
補
償
措
置
が
と
ら
れ
て
い
な
い
問
題
で
紛
争
が
発
生
し
た
点
等
の
諸
々

の
原
因
に
よ
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
ウ
イ
グ
ル
騒
乱
と
「
民
族
独
立
」
を
求
め
る
紛
争
が
相
次

い
て
発
生
し
、
少
数
民
族
問
題
は
一
気
に
敏
感
な
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し
）
54
（

た
。
自
治
立
法
権
の
拡
大
を
主
張
し
て
い
た
声
も
当
然
こ
の
時

期
に
は
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
立
法
法
が
制
定
さ
れ
た
時
期
は
、
自
治
立
法
権
に
対
し
進
展
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
当
時

の
全
人
大
は
、
立
法
法
の
制
定
が
初
め
て
で
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
態
度
を
と
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
で
も
立
法
法
の
進
捗
を
見
て
自
治

立
法
権
の
拡
大
も
前
向
き
に
検
討
す
る
旨
を
明
か
し
て
い
た
点
で
自
治
立
法
権
に
対
す
る
態
度
は
友
好
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
連
の

騒
動
を
経
て
こ
の
よ
う
な
自
治
立
法
権
に
対
す
る
希
望
も
水
泡
に
帰
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
立
法
法
改
正
の
動
き
に
伴
い
、
地
方

の
立
法
権
問
題
が
再
び
世
間
の
注
目
を
浴
び
始
め
、
自
治
立
法
権
も
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
結
果
的
に
、
自
治
州
の
自
治
機
関
が
地
方

性
法
規
の
制
定
権
を
付
与
さ
れ
た
の
で
、
成
果
が
皆
無
と
は
言
え
な
い
が
、
立
法
法
改
正
の
趣
旨
は
、
地
級
市
レ
ベ
ル
の
地
域
に
立
法
権

を
付
与
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
自
治
州
と
し
て
は
、
漁
夫
の
利
を
占
め
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
）
55
（
う
。

四
　
自
治
立
法
権
の
課
題
及
び
目
指
す
べ
き
方
向

―
復
活
に
向
け
て

　
上
述
し
た
よ
う
に
、
諸
々
の
原
因
に
よ
り
、
自
治
地
方
は
、
自
治
立
法
権
よ
り
一
般
地
方
の
立
法
権
を
利
用
す
る
方
向
に
傾
い
て
お
り
、

自
治
立
法
権
が
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
自
治
立
法
権
を
本
来
あ
る
べ
き
位
置
に
戻
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
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㈠
　
自
治
立
法
権
の
復
活
が
必
要
な
理
由

　
こ
こ
か
ら
は
、
少
数
民
族
に
対
し
、
な
ぜ
民
族
区
域
自
治
と
い
う
中
国
特
有
の
制
度
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
制
度
と

自
治
立
法
権
が
、
中
国
の
政
治
体
制
、
法
律
体
系
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
か
を
述
べ
、
自
治
地
方
に
、
立
法
自
治
権

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
歴
史
的
な
流
れ
及
び
観
点
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ
自
治
立
法
権
の
復
活
が
必
要
で
あ
る
の
か
を
見
る
こ
と

に
し
た
い
。

1　

政
治
及
び
法
律
の
側
面

　
ま
ず
、
政
治
上
、
法
律
上
の
位
置
づ
け
か
ら
す
る
と
、
民
族
区
域
自
治
制
度
は
、
共
産
党
が
領
導
す
る
政
治
協
商
制
度
と
と
も
に
、
憲

法
が
規
定
し
て
い
る
国
家
基
本
政
治
制
度
で
あ
）
56
（
る
。
憲
法
の
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
こ
の
制
度
が
中
国
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
位

置
に
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
族
区
域
自
治
法
で
は
、
民
族
区
域
自
治
制
度
を
民
族
問
題
の
基
本
政
策
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
自
治
立
法
権
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
立
法
体
制
で
あ
る
「
一
元
二
級
多
）
57
（
層
」
制
の
重
要
な
構
成
部
分
で
あ
る
。
一
元
と
は
、

国
家
の
立
法
権
が
全
人
大
及
び
常
委
会
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
を
指
し
、
二
級
と
は
、
中
央
と
地
方
の
国
家
権
力
機
関
を
指
す
。
多
層
と
は
、

中
央
と
地
方
に
わ
た
る
法
律
、
行
政
法
規
、
部
門
規
章
、
地
方
性
法
規
、
地
方
政
府
規
章
、
自
治
条
例
、
単
行
条
例
体
制
か
ら
構
成
さ
れ

た
規
範
性
文
件
を
指
す
。
自
治
立
法
権
は
、
中
国
の
立
法
体
制
中
で
は
、
自
治
地
方
だ
け
に
付
与
す
る
特
別
な
権
限
と
い
う
点
で
、
二
級

に
あ
た
る
地
方
立
法
の
中
で
も
「
特
殊
立
法
」
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
は
、
多
形
態
、
多
階
層
を
誇
る
中
国

の
特
色
あ
る
立
法
体
制
の
大
事
な
構
成
部
分
と
し
て
、
社
会
主
義
法
律
体
系
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
地
方
立
法
権
以
外
、
別
途
に
自
治
立
法
権
を
設
け
た
の
は
、
少
数
民
族
と
い
う
要
素
の
複
雑
性
、
多
様
性
に
対
応
す
る
た
め

で
も
あ
る
。
五
五
個
も
あ
る
少
数
民
族
の
特
殊
な
事
情
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
原
則
的
・
抽
象
的
な
規
定
で
ま
と
め
て
定
め
る
こ
と
は
不
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可
能
で
あ
る
た
め
、
地
方
立
法
権
で
は
解
決
が
で
き
な
い
部
分
で
あ
る
。
多
民
族
国
家
と
い
う
性
質
は
、
秦
の
時
代
か
ら
継
続
さ
れ
て
お

り
、
時
代
や
政
策
の
変
化
に
左
右
さ
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
国
に
お
い
て
、
少
数
民
族
に
お
け
る
「
平
等
か
つ
協
力
」
の
政

策
は
揺
る
が
ず
実
施
さ
れ
て
い
る
。
民
族
区
域
自
治
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
政
策
を
実
現
で
き
る
唯
一
の
ル
ー
ト
で
あ
り
、
自
治
立
法
権

は
、
自
治
権
の
柱
で
あ
る
と
同
時
に
民
族
区
域
自
治
制
度
の
核
心
内
容
と
し
て
、
中
国
の
立
法
体
制
の
中
で
絶
対
的
に
必
要
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
自
治
立
法
権
の
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
及
び
そ
の
特
殊
性
に
つ
い
て
は
、
再
度
認
識
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
憲
法
、
民
族
区
域
自
治
法
、
立
法
法
の
自
治
立
法
権
に
関
す
る
規
定
を
見
る
と
、「
当
該
自
治
地
方
の
民
族
の
政
治
、
経
済
、

文
化
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
い
ず
れ
も
「
民
族
性
」
に
つ
い
て
強
調
し
て
い
る
。
地
方
立
法
の
各
形
態
の

中
で
、
民
族
事
務
に
つ
い
て
立
法
が
可
能
な
の
は
、
自
治
立
法
権
の
み
で
あ
り
、
民
族
事
務
に
お
け
る
原
則
的
・
総
合
的
な
規
定
は
自
治

条
例
で
、
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
は
単
行
条
例
で
定
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
地
方
立
法
権
で
民
族
事
務
に
つ
い
て
定
め
る
の
は
、
憲

法
や
関
連
法
律
の
趣
旨
に
反
す
る
た
め
、
地
方
立
法
権
で
代
替
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
憲
法
に
お
け
る
自
治
立
法
権
の
尊
重
及
び
重
視
は
、
自
治
条
例
制
定
権
や
単
行
条
例
制
定
権
の
み
な
ら
ず
、
立
法
変
通
権
ま
で
付
与
し

た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
立
法
変
通
権
は
、
法
律
の
規
定
や
上
級
機
関
の
指
示
等
が
自
治
地
方
の
事
情
に
合
わ
な
い
場
合
、
自
治
地
方
の

状
況
に
合
う
よ
う
に
変
更
し
て
実
施
す
る
か
、
実
施
を
停
止
で
き
る
と
い
う
権
限
で
あ
る
。
立
法
変
通
権
は
、
自
治
地
方
に
十
分
な
自
治

権
限
を
与
え
、
少
数
民
族
に
特
有
の
事
情
を
最
優
先
に
配
慮
す
る
と
い
う
自
治
立
法
権
の
本
質
を
現
し
て
い
る
権
限
で
あ
る
上
、
自
治
地

方
だ
け
に
付
与
さ
れ
た
立
法
権
限
で
も
あ
り
、
立
法
変
通
権
に
関
す
る
内
容
は
、
自
治
立
法
の
形
で
は
な
い
と
立
法
自
体
が
不
可
能
で
あ

る
。

　
実
際
に
、
新
中
国
建
国
当
時
か
ら
今
ま
で
、
結
婚
年
齢
、
相
続
、
宗
教
紛
争
、
計
画
生
育
、
土
地
管
理
、
環
境
問
題
、
毒
品
管
理
等

様
々
な
分
野
で
変
通
権
行
使
が
な
さ
れ
、
多
少
敏
感
で
処
理
が
難
し
い
少
数
民
族
の
特
有
の
問
題
も
、
立
法
変
通
権
の
お
か
げ
で
円
満
に

解
決
を
迎
え
た
。
立
法
変
通
権
は
、
民
族
自
治
機
関
が
国
家
及
び
上
級
機
関
と
の
紛
争
を
防
ぐ
方
法
で
あ
り
、
各
民
族
の
平
等
及
び
円
満
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な
関
係
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
治
立
法
権
の
一
種
と
し
て
、
自
治
機
関
の
自
治
権
を
保
障
し
て
い
る
。
上
述
し
た
自
治

条
例
権
、
単
行
条
例
権
、
立
法
変
通
権
を
設
け
た
趣
旨
や
役
割
か
ら
で
も
、
自
治
立
法
権
は
活
性
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

2　

歴
史
的
な
側
面

　
ま
た
、
歴
史
の
流
れ
か
ら
も
、
中
国
は
民
族
区
域
自
治
制
度
を
選
択
し
、
自
治
地
方
に
自
治
立
法
権
を
付
与
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　
中
国
で
、
多
民
族
国
家
の
形
態
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
秦
の
時
代
で
あ
り
、
国
家
の
統
一
は
こ
の
時
代
か
ら
既
に
歴
史
発
展
の
主
要
目

標
で
あ
っ
た
。
秦
の
時
代
の
「
属
国
制
」
か
ら
、
唐
の
時
代
の
「
羈
縻
（
き
び
）
政
策
」、「
土
司
（
と
し
）
制
度
」、
清
の
時
代
の
「
理

藩
院
（
り
ば
ん
い
ん
）
制
」
に
至
）
58
（

る
ま
で
、
時
代
別
に
様
々
に
異
な
る
政
策
を
試
し
て
み
た
が
、
こ
の
よ
う
な
少
数
民
族
に
対
す
る
不
平

等
の
同
化
政
策
、
差
別
、
偏
見
が
多
い
政
策
は
い
ず
れ
も
失
敗
で
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
国
内
戦
争
が
相
次
い
だ
一
九
二
〇
年
代
に
は
、

不
安
定
な
国
家
政
権
の
影
響
で
、「
民
衆
自
治
）
59
（

邦
」「
民
族
自
）
60
（
決
」
等
、
少
数
民
族
に
お
け
る
政
策
も
千
差
万
別
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の

政
策
も
理
想
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
共
産
党
は
、
こ
れ
ら
の
失
敗
経
験
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
国
家
構
造
、
民
族
問
題
に
関
す
る
基

本
原
理
を
、
中
国
国
内
の
民
族
構
造
、
民
族
関
係
の
特
徴
、
実
際
の
状
況
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
民
族
区
域
自
治
と
い
う
基
本
政
策
に

辿
り
つ
い
）
61
（
た
。
一
九
三
七
年
に
抗
日
戦
争
が
勃
発
し
、「
抗
日
救
国
十
大
綱
領
」
で
「
各
少
数
民
族
は
、
民
族
自
決
と
自
治
の
原
則
の
下

で
共
に
抗
日
す
る
」
と
定
め
、
少
数
民
族
も
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
少
数
民
族
の
功
績
を
高
く
評
価
し
た
中
央
政
府
は
、

一
九
四
一
年
「
陝
甘
寧
辺
区
施
政
綱
領
」
一
七
条
で
、
漢
民
族
と
少
数
民
族
が
政
治
、
経
済
、
文
化
上
の
同
じ
権
利
を
行
使
し
、
自
治
区

を
設
立
す
る
と
定
め
た
。
統
一
し
た
国
家
内
で
、
中
央
政
府
の
統
一
管
理
に
よ
り
実
行
さ
れ
る
民
族
区
域
自
治
は
、
こ
の
時
期
に
初
め
て

確
立
さ
れ
）
62
（

た
。

　
一
九
五
〇
年
代
か
ら
の
大
躍
進
運
動
、
文
化
大
革
命
等
の
動
乱
の
中
で
も
、
民
族
区
域
自
治
制
度
だ
け
は
、
動
揺
せ
ず
に
継
続
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
、
民
族
区
域
自
治
制
度
が
中
国
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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そ
し
て
、
民
族
区
域
自
治
制
度
は
、
中
国
が
単
一
制
の
国
家
構
造
を
選
択
し
た
上
で
、
民
族
問
題
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
で
も
あ
る
。

中
国
の
少
数
民
族
の
分
布
特
徴
を
見
る
と
、
人
口
は
全
人
口
の
九
％
ほ
ど
で
あ
る
が
、
面
積
の
約
六
四
％
を
占
め
て
お
り
、「
大
雑
居
、

小
集
）
63
（
居
」
と
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
土
地
が
広
く
、
天
然
資
源
が
豊
か
で
あ
る
と
い
う
地
域
的
特
徴
に
対
し
、
人
口
が
少
な

い
の
で
あ
る
。
国
家
経
済
の
継
続
的
・
安
定
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
豊
か
な
自
然
資
源
を
人
工
資
源
に
変
え
る
科
学
技
術
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
漢
民
族
と
お
互
い
の
利
点
を
発
揮
し
な
が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
民
族
関
係
も
適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
適
切
な
処
理
方
法
と
し
て
、
民
族
区
域
自
治
制
度
は
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
み
て
、
中

国
で
民
族
区
域
自
治
を
実
施
し
、
自
治
地
方
に
自
治
立
法
権
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
長
い
間
の
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
て
き
た
中
で
得

た
結
論
で
あ
る
。

㈡
　
自
治
立
法
権
の
課
題
及
び
目
指
す
べ
き
方
向

　
そ
れ
で
は
、
自
治
立
法
権
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
の
克
服
が
必
要
で
あ
る
の
か
を
以
下
で
検
討
す
る
。

1　

地
方
立
法
権
と
の
区
分
の
明
確
化

　
ま
ず
は
、
地
方
立
法
権
と
の
混
同
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
自
治
立
法
権
と
地
方
立
法
権
の
区
分
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
自
治
区
の
自
治
機
関
の
地
方
立
法
権
に
お
い
て
は
、
そ
の
地
方
に
関
連
す
る
事
務
で
あ
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
し
、
自
治
州
の
自
治

機
関
の
地
方
立
法
権
は
、「
都
市
建
設
及
び
管
理
、
環
境
保
護
、
歴
史
文
化
保
護
」
に
限
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
つ
い
て
も
国
務

院
が
拡
大
解
釈
を
採
）
64
（
択
す
る
と
し
て
お
り
、
地
方
で
行
え
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
務
を
事
実
上
含
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
従
っ
て
、
民
族
事
務
に
つ
い
て
そ
の
範
囲
を
明
確
に
し
、
民
族
事
務
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
自
治
立
法
で
解
決
し
、
そ
の
ほ
か
の
問

題
は
、
地
方
立
法
権
で
解
決
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
自
治
立
法
権
と
地
方
立
法
権
の
混
同
の
問
題
は
解
決
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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自
治
立
法
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
民
族
性
や
民
族
事
務
に
つ
い
て
正
確
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
民
族
性

と
民
族
事
務
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

　
自
治
地
方
は
、
一
つ
の
少
数
民
族
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
単
一
型
、
人
口
の
大
半
を
占
め
る
一
つ
の
少
数
民
族
と
そ
の
ほ
か
の
少
数

民
族
ら
が
共
に
暮
ら
す
包
容
型
、
人
口
が
等
し
い
、
い
く
つ
か
の
少
数
民
族
で
構
成
さ
れ
て
い
る
連
合
型
に
分
か
れ
て
い
）
65
（
る
。
従
っ
て
、

民
族
性
を
有
し
て
い
る
と
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
地
域
で
の
生
活
、
生
産
活
動
に
お
け
る
貢
献
の
有
無
は
重
要
で
あ
る
。
長
期
的
に

自
治
地
方
に
お
い
て
、
生
産
活
動
及
び
生
活
を
実
現
し
て
き
た
上
で
、
少
数
民
族
の
独
特
な
生
産
生
活
方
式
、
行
為
規
範
、
文
化
模
式
を

有
す
る
民
族
だ
け
が
民
族
性
を
有
す
る
と
さ
れ
）
66
（

る
。
そ
し
て
、
民
族
事
務
に
つ
い
て
は
、
同
じ
行
政
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
各
民
族
が
、

政
治
、
経
済
、
文
化
を
中
心
と
す
る
社
会
生
活
の
中
で
、
民
族
共
同
利
益
、
共
同
発
展
に
必
要
な
全
て
の
事
務
と
理
解
で
き
）
67
（
る
。
ま
た
、

当
該
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
、
少
数
民
族
特
有
の
政
治
、
経
済
、
文
化
に
関
す
る
事
務
の
み
を
自
治
立
法
権
の
範
囲
に
し
、
他
の
地
域
と

の
共
同
事
務
や
漢
民
族
と
の
共
同
事
務
等
は
、
地
方
立
法
権
の
範
囲
と
す
る
。

　
憲
法
一
一
六
条
の
規
定
に
従
い
、
民
族
事
務
の
主
な
領
域
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

規
定
は
抽
象
的
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
つ
い
て
具
体
化
し
な
い
と
実
際
の
立
法
活
動
に
役
に
立
た
な
い
。
そ
こ
で
、
民
族
事
務
の

各
領
域
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
、
政
治
領
域
か
ら
述
べ
て
い
く
。
参
政
権
は
、
少
数
民
族
の
身
分
と
直
接
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
少
数
民
族
の
公
共
領
域
で
の
地

位
及
び
役
割
を
現
す
も
の
で
も
あ
る
。
政
治
事
）
68
（

務
に
含
ま
れ
る
も
の
は
、
具
体
的
に
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
①
民
族
自
治
地
方
の
自
治
機

関
の
少
数
民
族
の
構
成
比
率
関
す
る
事
務
、
例
え
ば
「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
自
治
条
例
」
一
二
条
の
「
自
治
州
人
大
常
委
会
構
成
人
員
に

つ
い
て
、
朝
鮮
族
の
成
員
が
半
分
を
超
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ほ
か
の
民
族
も
適
当
な
割
合
を
占
め
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
規
定
や
、
同
条
例
一
六
条
の
「
自
治
州
の
州
長
は
朝
鮮
族
が
担
当
す
る
。
副
州
長
、
秘
書
長
、
局
長
、
委
員
会
主
任
等
で
構
成
さ
れ
る

政
府
組
織
人
員
の
な
か
で
、
朝
鮮
族
が
半
分
以
上
を
占
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
」
と
の
規
定
。
②
民
族
自
治
地
方
の
国
家
機
関
中
の
少
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数
民
族
人
員
の
配
置
事
務
、
例
え
ば
、
同
条
例
二
五
条
の
「
自
治
州
中
級
法
院
（
裁
判
所
）、
検
察
院
で
は
、
朝
鮮
族
が
院
長
、
副
院
長
、

検
察
長
、
副
検
察
長
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
。
③
少
数
民
族
人
大
代
表
の
任
免
ま
た
は
ほ
か
の
政
治
参
加
の
権
利
を

保
障
す
る
事
務
、
例
え
ば
、「
甘
粛
省
南
蔵
族
自
治
州
自
治
条
例
」
二
一
条
の
「
自
治
州
中
級
法
院
が
、
蔵
族
当
事
者
に
関
わ
る
案
件
を

審
理
す
る
際
に
は
、
合
議
廷
の
成
員
に
蔵
族
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
。
④
少
数
民
族
幹
部
の
育
成
、
選
抜
、
任
用
及

び
少
数
民
族
が
地
方
公
共
事
務
協
商
等
に
参
加
す
る
こ
と
と
関
わ
る
事
務
。
こ
れ
ら
の
事
務
は
、
民
族
自
治
地
方
に
居
住
し
て
い
る
少
数

民
族
の
利
益
と
密
接
に
関
連
し
、
民
族
の
特
色
も
鮮
明
に
現
し
て
い
る
の
で
、
自
治
立
法
の
事
項
と
し
て
妥
当
で
あ
る
。

　
次
は
、
経
済
領
）
69
（

域
で
あ
る
。
主
に
少
数
民
族
が
伝
統
的
な
生
産
方
式
で
仕
事
を
行
う
権
利
、
文
化
遺
産
と
関
わ
る
も
の
や
伝
統
知
識
を

活
用
し
利
益
が
生
じ
た
場
合
の
所
有
権
、
生
態
環
境
権
等
を
指
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
少
数
民
族
の
生
計
と

関
わ
る
事
務
。
多
民
族
が
長
期
間
と
も
に
生
活
し
、
交
流
を
行
う
中
で
、
あ
る
生
産
方
式
が
既
に
普
遍
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

独
特
な
民
族
性
を
有
す
る
と
判
断
で
き
な
い
の
で
、
自
治
立
法
の
範
囲
と
し
な
い
。
あ
る
少
数
民
族
だ
け
が
も
っ
て
い
る
独
特
な
生
産
方

式
の
み
を
自
治
立
法
の
範
囲
に
属
す
る
事
項
と
す
る
。
例
え
ば
、
東
北
地
域
の
𨛗
温
克
族
は
、
馴
鹿
の
飼
養
で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

彼
ら
が
生
計
を
維
持
し
、
経
済
収
入
を
得
る
民
族
特
有
の
方
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
②
少
数
民
族
と
関
わ
る
文
化
遺
産
、
伝
統
知
識

を
利
用
す
る
事
務
。
経
済
発
展
と
と
も
に
、
観
光
業
も
発
達
し
、
民
族
文
化
等
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
少
数
民
族
は
自
ら
の
伝
統
文
化

や
知
識
を
活
用
し
、
商
業
や
観
光
業
で
経
済
収
入
を
得
る
権
利
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
わ
る
事
務
は
、
民
族
事
務
と
す
べ
き

で
あ
る
。
③
民
族
地
区
の
資
源
の
開
発
利
用
、
生
態
環
境
保
護
と
関
わ
る
事
務
。
立
法
法
が
、
自
治
州
の
自
治
機
関
の
地
方
立
法
範
囲
に

環
境
保
護
が
入
る
と
定
め
て
い
る
の
で
、
混
乱
を
防
ぐ
た
め
、
自
治
立
法
の
範
囲
に
入
る
も
の
は
、
あ
る
少
数
民
族
が
自
然
資
源
及
び
生

態
保
護
の
利
用
に
特
定
の
慣
行
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
法
律
が
自
治
地
方
に
当
該
民
族
の
特
徴
と
実
際
の
状
況
に
合
わ
せ

て
、
変
通
ま
た
は
補
充
で
き
る
と
授
権
し
た
事
項
に
限
る
。

　
最
後
は
、
文
化
領
）
70
（
域
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
少
数
民
族
の
言
語
文
字
使
用
権
、
宗
教
信
仰
の
自
由
、
伝
統
習
慣
、
教
育
方
法
等
が
含
ま
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れ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
①
少
数
民
族
教
育
事
務
、
例
え
ば
、「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
朝
鮮
族
教
育
条
例
」

二
条
の
「
自
治
州
の
自
治
機
関
は
朝
鮮
族
教
育
を
優
先
的
に
発
展
さ
せ
る
権
利
を
保
障
す
る
」
と
の
規
定
。
②
少
数
民
族
言
語
文
字
の
使

用
に
関
す
る
事
務
。
例
え
ば
、「
玉
樹
蔵
族
自
治
州
蔵
語
文
工
作
（
事
務
）
条
例
」
九
条
の
「
自
治
州
の
自
治
機
関
が
制
定
す
る
単
行
法

規
及
び
国
家
機
関
の
よ
る
公
文
、
公
告
等
は
、
漢
字
と
蔵
文
両
方
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
や
、
一
五
条
の
「
自
治
州

内
の
蔵
族
は
蔵
文
で
各
類
の
文
章
を
書
く
権
利
が
あ
る
」
と
の
規
定
。
③
少
数
民
族
の
宗
教
と
関
わ
る
事
務
（
寺
の
管
理
、
宣
教
師
の
管
理

等
）。
④
少
数
民
族
風
俗
習
慣
の
維
持
及
び
発
展
、
清
真
食
品
の
管
理
、
民
族
休
日
等
に
関
す
る
事
務
、
例
え
ば
、「
臨
夏
回
族
自
治
州
清

真
食
品
管
理
規
定
」
二
条
の
「
清
真
食
品
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
す
る
少
数
民
族
の
飲
食
習
慣
に
従
い
、
生
産
、
加
工
、
経
営
す
る

各
類
食
品
を
指
す
」
と
の
規
定
や
、「
張
家
川
回
族
自
治
県
自
治
条
例
」
五
八
条
の
「
自
治
県
内
の
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
す
る
少
数
民
族

職
員
、
学
生
は
、
児
徳
節
に
三
日
休
み
、
古
児
邦
節
に
二
日
休
む
」
と
の
規
定
。
⑤
少
数
民
族
特
有
の
民
間
文
学
、
音
楽
、
技
法
、
村
、

建
物
、
美
術
品
、
楽
器
、
衣
装
、
美
術
等
を
継
承
発
展
す
る
こ
と
に
関
連
す
る
事
務
や
、
資
源
、
医
学
、
動
植
物
の
特
性
に
つ
い
て
の
少

数
民
族
の
知
識
等
を
維
持
、
管
理
、
保
護
、
発
展
す
る
権
利
に
関
わ
る
事
務
が
含
ま
れ
る
。「
黔
東
南
苗
族
侗
（
ト
ン
）
族
自
治
州
民
族

文
化
村
保
護
条
例
」、「
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
土
家
医
薬
苗
医
学
保
護
条
例
」
等
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
少
数
民
族
の

文
化
を
守
る
趣
旨
で
成
立
し
た
公
益
団
体
に
関
わ
る
事
務
も
自
治
立
法
の
範
囲
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
自
治
立
法
の
範
囲
を
明
確
に
す
れ
ば
、
地
方
立
法
と
自
治
立
法
の
範
囲
が
曖
昧
で
あ
る
か
ら
と
い
う
言
い
訳
や
両
者
の

混
同
を
防
ぐ
こ
と
が
可
）
71
（

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

自
治
立
法
の
自
主
性
の
強
化

　
そ
し
て
、
自
治
立
法
の
復
活
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
上
級
機
関
に
左
右
さ
れ
ず
に
立
法
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
の
自
主

性
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
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二
〇
〇
三
年
の
「
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
自
治
条
例
」
改
正
の
）
72
（
例
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
。
二
〇
〇
三
年
に
提
出
し
た
こ
の
条
例
は
、

結
論
か
ら
言
う
と
、
二
〇
〇
八
年
に
な
っ
て
湖
北
省
人
大
常
委
会
の
承
認
が
得
ら
れ
、
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
初
、
当
該
自
治
州

人
大
は
、
以
下
の
六
つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
改
正
を
行
い
た
い
と
申
し
出
て
い
た
。
①
上
級
機
関
の
要
求
で
実
施
す
る
基
層
建
設
項
目
の

資
金
に
つ
い
て
、
自
治
州
は
資
金
調
達
の
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
る
。
②
鉱
山
開
発
で
の
収
入
は
、
国
家
が
定
め
た
基
準
に
相
当
す
る
部
分

を
中
央
に
納
め
、
そ
の
ほ
か
は
自
治
州
の
鉱
山
管
理
、
開
発
に
使
用
す
る
。
③
徴
収
し
た
建
設
用
地
の
有
料
使
用
費
は
、
国
家
が
定
め
た

基
準
に
相
当
す
る
部
分
を
中
央
に
上
納
し
、
そ
の
ほ
か
は
自
治
州
の
耕
地
開
発
に
使
用
す
る
。
④
自
治
州
内
の
林
業
に
よ
る
収
入
は
、
自

治
州
の
林
業
産
業
の
発
展
及
び
生
態
環
境
保
護
に
使
用
す
る
。
⑤
水
資
源
の
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
、
自
治
地
方
は
一
般
地
方
よ
り
優
遇

さ
れ
る
、
ま
た
こ
れ
ら
の
収
入
は
水
資
源
の
開
発
と
保
護
に
使
用
す
る
。
⑥
自
治
州
内
の
高
等
学
校
は
、
学
生
募
集
の
際
に
、
自
治
州
の

学
生
に
つ
い
て
加
算
点
を
付
与
す
る
か
、
枠
を
拡
大
す
る
か
の
優
遇
政
策
を
実
施
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
申
し
出
は
、
上
級
機
関
に
よ
り
全
面
否
定
さ
れ
）
73
（
た
。
上
級
機
関
は
、
鉱
山
、
林
業
、
水
資
源
、
建
設
用
地
等
に

よ
る
収
入
を
、
自
治
州
内
の
事
業
に
優
先
的
に
使
用
し
、
自
治
州
に
対
し
配
慮
す
る
が
、
収
入
の
分
け
方
に
つ
い
て
は
、
上
級
機
関
が
決

め
る
と
し
た
。
民
族
区
域
自
治
法
二
七
、
二
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
民
族
自
治
地
方
の
自
治
機
関
は
、
森
林
、
草
原
等
の
林
業
に
お
け
る

使
用
権
、
自
然
資
源
の
開
発
権
を
有
し
、
三
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
財
政
自
治
権
も
有
す
る
。
三
二
条
で
は
「
…
…
民
族
自
治
地
方
の
財

政
収
入
は
、
民
族
自
治
地
方
が
自
主
的
に
管
理
、
使
用
す
る
…
…
」
と
定
め
、
収
入
の
使
用
方
法
の
決
定
権
を
自
治
機
関
の
権
限
と
し
て

付
与
し
た
。
ま
た
、
三
六
条
で
は
、「
自
治
地
方
の
自
治
機
関
は
…
…
教
育
内
容
、
学
生
募
集
方
法
に
つ
い
て
決
め
る
権
利
が
あ
る
」
と

し
た
。
従
っ
て
、
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
の
申
し
出
は
、
す
べ
て
法
律
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
限
の
範
囲
内
の
も
の
で
、
上
級
機
関
に

よ
り
否
定
さ
れ
る
理
由
は
存
在
し
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
治
立
法
権
の
承
認
権
、
即
ち
最
終
決
定
権
を
上
級
機
関
が
握
っ
て
い
る
こ
と
で
、
上
級
機
関
の
利
益
と
矛
盾
す
る
も
の

は
、
結
局
承
認
さ
れ
ず
、
上
級
機
関
の
示
唆
通
り
に
再
び
改
正
し
て
提
出
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
は
、
鉱
山
、



中国民族自治地方の自治立法権に関する一考察

181

林
業
、
水
資
源
、
建
設
用
地
等
に
よ
る
収
入
を
、
自
治
州
に
優
先
使
用
す
る
ま
た
は
自
治
州
に
対
し
適
切
な
配
慮
を
行
う
と
の
曖
昧
な
規

定
に
全
部
切
替
え
、
学
生
募
集
に
つ
い
て
は
、
加
算
点
を
付
与
す
る
こ
と
で
妥
協
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
自
治
立
法
権
が
不
完
全
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
結
局
自
治
財
政
権
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
自
治
地
方
の
自

治
の
基
盤
を
揺
る
が
し
て
い
る
。
承
認
付
き
の
自
治
は
、
も
は
や
自
治
で
は
な
く
、
上
級
機
関
と
の
「
共
治
」
あ
る
い
は
「
半
自
治
」
で

あ
る
。
従
っ
て
、
自
治
地
方
の
自
治
立
法
権
を
保
障
す
る
に
は
、
承
認
制
度
を
届
出
制
に
変
え
る
か
、
事
後
審
査
に
、
制
度
を
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
。
事
後
審
査
は
、
上
級
機
関
が
自
治
立
法
権
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
規
範
性
文
件
に
つ
い
て
合
法
性
審
査
を
行
い
、
法
律
、
行

政
法
規
と
の
矛
盾
抵
触
問
題
が
あ
る
場
合
、
直
ち
に
改
正
を
行
う
よ
う
に
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
自
治
立
法
権
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら

既
に
付
与
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
自
治
地
方
は
、
約
六
五
年
の
立
法
経
験
を
有
す
る
。
す
く
な
く
と
も
上
位
の
規
範
性
文
件
と
の
矛

盾
抵
触
問
題
は
、
自
力
で
解
決
で
き
る
ほ
ど
の
立
法
能
力
を
も
っ
て
お
り
、
現
状
の
よ
う
に
厳
し
い
承
認
制
を
実
施
し
な
く
て
も
、
立
法

活
動
が
乱
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
地
方
立
法
は
約
三
七
年
の
立
法
経
験
を
有
し
、
自
治
立
法
権
に
比
べ
れ
ば
半
分
ほ
ど
の
数
字
で

あ
る
が
、
届
出
制
で
順
調
に
立
法
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
自
治
立
法
権
の
範
囲
内
の
事
務
を
自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
で
定
め
る
の
は
、

自
治
立
法
権
の
行
使
の
基
本
で
あ
り
、
自
治
機
関
の
自
治
権
強
化
、
整
理
整
頓
さ
れ
た
立
法
体
系
の
構
築
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
、
地
方
立
法
権
と
の
明
確
な
区
分
基
準
と
と
も
に
、
そ
れ
を
支
え
る
制
度
上
の

保
障
が
必
要
で
あ
る
。
制
度
保
障
が
な
け
れ
ば
、
根
本
的
な
改
革
は
不
可
能
で
あ
り
、
自
治
立
法
権
の
活
性
化
も
実
現
で
き
な
い
の
で
、

一
刻
も
早
く
承
認
制
度
を
無
く
す
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
自
治
立
法
権
を
強
化
す
る
た
め
、
地
方
立
法
権
と
同
様
に
、
地
方
の
人
大
の
み
な
ら
ず
、
人
大
常
委
会
に
も
自
治
立
法
権
を
付

与
す
る
必
要
が
あ
る
。
年
中
立
法
活
動
が
可
能
な
人
大
常
委
会
に
自
治
立
法
権
を
付
与
す
る
と
、
自
治
機
関
が
自
治
立
法
に
対
す
る
態
度

及
び
自
治
立
法
の
数
も
大
幅
に
変
化
す
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
立
法
変
通
権
は
、
あ
る
法
律
法
規
が
当
該
地
域
の
事
情
に
合
わ
な
い
か

ら
規
定
を
変
更
し
て
適
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
族
自
治
地
域
に
お
い
て
は
、
一
定
の
緊
迫
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
年
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に
一
度
し
か
会
議
を
行
わ
な
い
人
大
で
し
か
解
決
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
変
通
規
定
の
実
施
は
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

を
失
い
が
ち
で
あ
り
、
実
際
に
承
認
さ
れ
て
か
ら
は
、
ま
た
事
情
が
変
わ
り
民
族
自
治
地
域
の
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
る

た
め
、
速
や
か
に
対
応
が
可
能
な
人
大
常
委
会
に
も
立
法
権
限
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
。

3　

自
治
立
法
に
お
け
る
諸
制
度
の
整
備

　
ま
た
、
自
治
立
法
に
お
け
る
諸
制
度
は
未
熟
な
段
階
で
あ
り
、
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
現
段
階
で
は
、
上
述
し
た
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
の
例
の
よ
う
に
、
上
級
機
関
に
よ
り
不
当
な
関
与
を
さ
れ
て
も
、
自
治
地
方
に
対

す
る
救
済
措
置
は
ど
の
法
律
に
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
自
治
州
の
条
例
改
正
作
業
に
五
年
も
か
か
る
と
い
う
の
は
、
紛
争
を
解
決
で
き

る
適
切
な
法
律
規
定
や
措
置
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
上
級
機
関
に
よ
る
権
利
の
濫
用
が
な
い
よ
う
に
、
監
督
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

上
級
機
関
、
自
治
地
方
の
自
治
機
関
と
関
わ
り
の
な
い
第
三
の
機
関
に
よ
る
監
督
が
可
能
で
あ
れ
ば
理
想
的
で
あ
る
が
、
三
権
分
工
の
体

制
を
採
っ
て
い
る
中
国
に
お
い
て
、
ほ
か
の
機
関
と
関
係
の
な
い
完
全
に
独
立
し
た
形
で
の
権
限
を
有
す
る
機
関
を
設
け
る
の
は
、
現
実

性
の
低
い
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
級
機
関
に
お
け
る
監
督
や
自
治
機
関
に
対
す
る
救
済
は
、
法
律
上
の
規
定
を
よ
り
具
体
化
す
る
こ
と

で
実
現
可
能
で
あ
る
。
民
族
区
域
自
治
法
八
条
は
「
上
級
機
関
は
、
民
族
自
治
地
方
の
自
治
権
行
使
を
保
障
し
…
…
民
族
自
治
地
方
を
支

援
補
助
し
、
社
会
主
義
建
設
事
業
の
発
展
を
促
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
章
（
五
四
条
〜
七
二
条
）
は
上
級
機
関
の
職
責
に
つ
い

て
定
め
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
は
「
自
治
地
方
の
自
治
権
を
保
障
し
、
上
級
機
関
は
そ
の
権
限
保
障
に
積
極
的
に
協
力
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、

現
状
の
よ
う
な
垂
直
関
係
を
望
ん
で
い
な
い
。
従
っ
て
、
上
級
機
関
の
決
定
や
指
示
が
法
律
の
規
定
に
反
す
る
場
合
や
自
治
権
を
侵
害
す

る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
規
定
の
執
行
を
拒
否
で
き
る
権
限
を
自
治
機
関
に
付
与
す
る
か
、
直
接
全
人
大
や
そ
の
常
委
会
に
問
題
を
提
起
し
、

一
定
の
期
限
内
に
、
理
由
書
付
き
の
裁
決
を
求
め
る
権
限
を
自
治
地
方
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
全
人
大
及
び
そ
の
常
委
会
が
上

級
機
関
に
対
し
訂
正
の
命
令
を
行
い
、
上
級
機
関
が
執
行
し
な
い
場
合
の
対
応
方
法
も
合
わ
せ
て
規
定
す
る
必
要
が
あ
）
74
（
る
。



中国民族自治地方の自治立法権に関する一考察

183

　
そ
し
て
、
民
族
区
域
自
治
法
一
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
変
通
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
現
状
は
、
上
級
機
関
が
変
通
権
行
使
を
求
め

る
自
治
機
関
の
提
起
を
受
け
て
か
ら
六
〇
日
以
内
に
返
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
返
答
の
な
い
場
合
の
解
決
方

法
、
上
級
機
関
の
返
答
に
異
議
が
あ
る
場
合
の
救
済
方
法
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
変
通
権
は
治
立
法
権
の
中
で
も
、
最
も
重
要
な
権
限

で
あ
り
、
法
律
に
よ
る
保
障
が
急
務
で
あ
る
。
制
度
保
障
は
、
自
治
立
法
権
の
行
使
に
あ
た
り
、
極
め
て
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
整
備
に

力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

五
　
終
わ
り
に

　
西
の
自
治
地
方
に
よ
る
騒
乱
が
あ
っ
て
か
ら
既
に
一
〇
年
が
経
過
し
、
そ
れ
が
自
治
立
法
権
に
対
し
慎
重
な
姿
勢
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
時
代
は
、
既
に
終
わ
っ
た
。
自
治
立
法
権
は
、
中
国
面
積
の
六
九
％
を
占
め
る
民
族
自
治
地
方
の
発
展

と
、
五
五
の
少
数
民
族
の
権
益
、
中
国
が
多
民
族
国
家
で
あ
る
上
で
の
順
調
な
発
展
の
た
め
に
、
絶
対
的
に
活
性
化
が
必
要
な
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
々
の
原
因
に
よ
り
、
自
治
立
法
権
が
本
来
あ
る
べ
き
位
置
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、
現
状
及
び
課
題
を
正

確
に
認
識
し
対
策
を
講
じ
て
い
け
ば
、
復
活
の
余
地
は
ま
だ
十
分
に
あ
る
。
自
治
立
法
権
の
復
活
及
び
発
展
を
期
待
す
る
。 

（
1
）  

民
族
宗
教
事
務
所
の
統
計
（
二
〇
一
八
）
に
よ
る
と
、
現
在
中
国
で
の
少
数
民
族
人
口
は
、
一
・
二
億
人
で
、
全
国
人
口
の
八
・
四
一
％
を
占

め
る
。
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
民
族
宗
教
事
務
所
の
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w.gzm

zzj.gov.cn/

）
を
参
照
（
最
終
閲
覧
二
〇
一
九
年
八
月
一
〇

日
）。

（
2
）  

王
麗
艶
『
中
国
民
族
区
域
自
治
制
度
的
発
展
和
完
善
』（
東
南
大
学
出
版
、
二
〇
一
〇
）
一
頁
。

（
3
）  

佐
々
木
信
彰
『
現
代
中
国
の
民
族
と
経
済
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
一
）、
洪
英
『
中
国
の
地
方
制
度
に
お
け
る
自
治
問
題
』（
明
石
書
店
、

二
〇
〇
六
）、
上
野
稔
弘
「
民
族
区
域
自
治
法
改
正
に
見
る
中
国
民
族
法
制
の
現
状
」
東
北
ア
ジ
ア
研
究
六
号
（
二
〇
〇
二
）
五
一
頁
、
芒
来
夫
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「
中
国
に
お
け
る
民
族
自
治
地
方
の
立
法
自
治
権
の
現
状
と
課
題
」
一
橋
法
学
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
六
）
六
七
三
頁
等
が
あ
る
。
芒
の
論
文
は
、

地
方
自
治
制
度
及
び
自
治
立
法
権
の
三
つ
の
種
類
（
自
治
条
例
、
単
行
条
例
、
変
通
規
定
）
に
つ
い
て
の
紹
介
や
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
中
心
に
述

べ
て
お
り
、
本
稿
と
は
、
着
目
し
て
い
る
観
点
の
ほ
か
、
構
成
と
内
容
が
異
な
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

（
4
）  
五
つ
の
自
治
区
は
そ
れ
ぞ
れ
新
疆
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
寧
夏
、
チ
ベ
ッ
ト
、
広
西
で
あ
る
。

（
5
）  
立
法
法
七
二
条
の
規
定
に
よ
る
と
、
地
方
性
法
規
と
は
、
地
方
の
人
大
及
び
常
委
会
が
、
当
該
行
政
地
域
の
具
体
的
な
状
況
及
び
実
際
の
需
要

に
応
じ
て
制
定
で
き
る
規
範
性
文
件
で
あ
り
、
憲
法
、
法
律
、
行
政
法
規
に
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）  

立
法
法
七
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
性
法
規
で
制
定
可
能
な
も
の
は
、
①
憲
法
、
法
律
、
行
政
法
規
（
最
高
行
政
機
関
で
あ
る
国
務
院
が
制

定
す
る
規
範
性
文
件
）
を
当
該
地
方
で
執
行
す
る
た
め
に
、
制
定
が
必
要
な
事
項
、
及
び
②
当
該
地
域
内
部
と
関
わ
る
地
方
性
事
務
に
つ
い
て
で

あ
る
。
規
章
は
、
行
政
機
関
で
あ
る
政
府
機
関
が
地
方
行
政
と
関
わ
る
事
項
の
執
行
の
た
め
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
7
）  

邹
瑜
『
法
学
大
辞
典
』（
政
法
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
）
一
七
頁
参
照
。

（
8
）  

邹
・
前
掲
注
（
７
）・
一
七
頁
参
照
。

（
9
）  

呉
祖
謨
『
法
律
概
念
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
一
三
頁
参
照
。

（
10
）  

民
族
区
域
法
二
〇
条
を
参
照
。

（
11
）  

立
法
変
通
権
に
つ
い
て
は
、
李
侑
娜
「
中
国
民
族
自
治
地
方
の
立
法
変
通
権
に
関
す
る
一
考
察
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
一
号
（
二
〇
一
九
）

一
四
一
頁
以
下
で
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
12
）  

し
か
し
、
自
治
州
の
自
治
機
関
の
地
方
立
法
権
は
、
都
市
建
設
及
び
管
理
、
環
境
保
護
、
文
化
歴
史
保
護
の
三
つ
の
領
域
に
限
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）  

二
〇
一
五
年
の
立
法
法
改
正
以
降
の
自
治
立
法
権
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
の
は
、
同
改
正
に
伴
い
自
治
州
の
自
治
機
関
へ
新
た
に
地
方
立
法

権
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
治
立
法
権
に
も
変
化
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。

（
14
）  

孫
懿
「
中
国
民
族
区
域
自
治
的
歴
史
過
程
」
黒
龍
江
省
民
族
叢
刊
一
期
（
二
〇
〇
九
）
一
〇
頁
参
照
。

（
15
）  

原
文
は
、「
関
于
民
族
区
域
自
治
的
実
施
綱
要
」
で
あ
る
。

（
16
）  

児
洪
涛
「
新
中
国
地
方
立
法
権
：
歴
史
、
岐
視
及
矯
正
」
湘
譚
大
学
学
報
六
期
（
二
〇
〇
七
）
五
〇
〜
五
一
頁
参
照
。

（
17
）  

李
保
林
「
試
論
我
国
民
族
区
域
自
治
制
度
的
四
個
発
展
段
階
」
毛
公
寧
等
主
編
『
民
族
区
域
自
治
新
論
』（
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
三
二

七
頁
参
照
。

（
18
）  

当
該
統
計
は
、
法
律
法
規
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://search.chinalaw.gov.cn/SearchLaw

Title?effectLevel=&
SiteID

=124&
PageIndex
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=572&
Sort=PublishTim

e&
Q
uery=%

E8%
87%

AA%
E6%

B2%
BB&

Type=1

）
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
八
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
）。

（
19
）  

理
想
的
共
産
主
義
と
は
、
完
全
と
な
る
社
会
主
義
国
家
を
建
設
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
指
導
思
想
は
現
実
か
ら
離
れ
て
、
無
分
別

な
資
本
主
義
打
破
運
動
に
転
換
し
た
。

（
20
）  
文
化
大
革
命
は
、
一
〇
年
間
続
い
た
中
国
共
産
党
内
部
の
権
力
闘
争
で
、「
資
本
主
義
文
化
を
批
判
す
る
」
と
の
名
目
で
全
国
に
広
が
り
、
国

の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
教
育
等
全
て
が
間
違
っ
た
路
線
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
「
一
〇
年
大
動
乱
期
」
で
あ
る
。
地
方
の
立
法
権
は
全
面
否
定
さ

れ
、
中
央
政
府
に
権
限
が
集
中
し
た
。
王
年
一
『
大
動
乱
的
年
代
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
八
〜
一
〇
頁
参
照
。

（
21
）  

敖
俊
德
「
新
世
紀
初
我
国
民
族
法
制
建
設
的
新
成
果
」
民
族
研
究
四
期
（
二
〇
〇
一
）
七
頁
参
照
。

（
22
）  

当
該
統
計
は
、
法
律
法
規
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://search.chinalaw.gov.cn/AdvanceSearchResult?SiteID

=124&
PageIndex=196&

c
1=&

c2=1992&
c3=&

c4=&
title=%

E8%
87%

AA%
E6%

B2%
BB&

Q
uery=

）
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
八
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
）。

（
23
）  

計
画
経
済
の
時
期
の
優
遇
政
策
に
は
、
税
金
に
減
免
、
民
族
性
の
あ
る
各
事
業
に
お
け
る
優
先
発
展
権
及
び
支
援
、
少
数
民
族
学
校
に
お
け
る

教
育
支
援
、
資
源
の
開
発
、
交
通
、
通
信
、
水
利
等
の
基
層
建
設
に
お
け
る
支
援
等
が
あ
っ
た
。
包
美
栄
「
民
族
優
恵
政
策
與
民
族
地
区
的
発

展
」
前
沿
三
期
（
一
九
九
九
）
三
九
頁
以
下
参
照
。

（
24
）  

宋
全
「
論
市
場
経
済
条
件
下
民
族
優
恵
政
策
的
堅
持
和
完
善
」
中
央
民
族
大
学
学
報
二
期
（
一
九
九
九
）
二
頁
以
下
で
は
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
そ
れ
ま
で
毎
年
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
万
元
あ
っ
た
自
治
地
方
に
対
す
る
経
済
支
援
が
事
実
上
全
部
な
く
な
り
、
資
源
開
発
に
対
す
る
利
益
の
分

配
も
七
〇
％
か
ら
一
〇
％
に
減
る
等
、
政
策
の
変
化
に
伴
う
自
治
地
方
の
変
化
を
述
べ
て
い
る
。

（
25
）  

一
九
八
四
年
に
民
族
区
域
自
治
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
自
治
地
方
に
関
す
る
法
律
の
制
定
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

（
26
）  

一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
の
約
二
〇
年
の
間
に
地
方
で
制
定
さ
れ
た
法
規
・
規
章
の
数
は
、
二
六
四
五
七
件
に
上
る
。
統
計
デ
ー
タ

は
、
法
律
法
規
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｈ
Ｐ
（http://search.chinalaw.gov.cn/AdvanceSearchResult?SiteID

=124&
PageIndex=&

c1=1979&
c

2=1999&
c3=&

c4=&
title=&

Q
uery=

）
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
八
月
一
一
日
最
終
閲
覧
）。

（
27
）  

乔
晓
陽
「
開
展
立
法
法
研
究
」
行
政
法
学
研
究
三
期
（
一
九
九
四
）
二
五
〜
二
六
頁
参
照
。

（
28
）  

郭
冬
梅
「
浅
論
立
法
法
的
問
題
及
品
性
」
牡
丹
江
教
育
学
院
学
報
一
期
（
二
〇
〇
三
）
一
〇
五
頁
参
照
。

（
29
）  

立
法
法
研
究
組
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
一
九
九
六
）、
立
法
法
専
門
家
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
一
九
九
七
）、
立
法
法
意
見
聴
収
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
一
九
九
八
）
等

が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
、
自
治
立
法
権
承
認
問
題
、
審
査
期
間
問
題
等
に
つ
い
て
触
れ
て
い
た
。

（
30
）  

施
文
正
「
中
国
的
民
族
区
域
自
治
立
法
」
広
報
電
視
大
学
学
報
三
期
（
一
九
九
八
）
五
一
頁
以
下
を
参
照
。
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（
31
）  

地
方
性
法
規
は
、
上
級
機
関
に
届
出
る
だ
け
で
効
力
を
有
す
る
。

（
32
）  

立
法
法
六
六
条
は
「
民
族
自
治
地
方
の
人
大
は
当
該
地
域
の
民
族
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
特
徴
に
あ
わ
せ
、
自
治
条
例
と
単
行
条
例
の
制
定

が
で
き
る
。
自
治
区
の
自
治
条
例
と
単
行
条
例
は
全
人
大
常
委
会
の
承
認
を
得
て
効
力
を
有
す
る
。
自
治
州
、
自
治
県
の
自
治
条
例
、
単
行
条
例

は
、
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
人
大
常
委
会
の
承
認
を
得
て
効
力
を
有
す
る
。
自
治
条
例
、
単
行
条
例
は
、
当
該
民
族
の
特
徴
に
合
わ
せ
、
法
律
、

行
政
法
規
の
規
定
に
つ
い
て
変
通
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
法
律
、
行
政
法
規
の
基
本
原
則
、
憲
法
、
民
族
区
域
自
治
法
、
そ
の

ほ
か
の
民
族
自
治
地
方
に
つ
い
て
専
門
的
な
規
定
お
い
て
法
律
、
行
政
法
規
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
変
通
規
定
の
制
定
が
で
き
な
い
」
と
し
、
憲

法
、
民
族
区
域
自
治
法
の
規
定
と
ほ
ぼ
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。

（
33
）  

牛
文
軍
「
論
民
族
立
法
存
在
的
基
礎
與
空
間
」
広
播
電
視
大
学
学
報
二
期
（
二
〇
〇
五
）
八
三
頁
以
下
参
照
。

（
34
）  

中
国
知
網
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
の
統
計
に
よ
る
と
、
立
法
法
が
制
定
さ
れ
る
前
に
自
治
立
法
を
テ
ー
マ
と
す
る
論
文
は
、
年
間
六
〇
〇
件
ほ
ど
で
あ
っ
た

が
、
立
法
法
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
一
年
あ
た
り
公
刊
さ
れ
た
自
治
立
法
を
扱
う
論
文
の
件
数
は
、
二
〇
〇
〇
年
は
一
一
七
二
件
、
二
〇
〇
一
年

は
一
五
六
二
件
、
二
〇
〇
二
年
は
二
一
五
六
件
と
大
幅
に
増
え
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
立
法
法
が
、
自
治
立
法
に
つ
い
て
特
に
触
れ
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
統
計
デ
ー
タ
は
（http://yuanjian.cnki.com

.cn/Search/Result?content=%
u81EA

%
u6CB

B%
u7ACB%

u6CD
5

）
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
八
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
）。

（
35
）  

当
該
統
計
デ
ー
タ
は
、
法
規
庫
（http://china.findlaw.cn/faguiku/index.php?m

=Search&
seaStr=%

E8%
87%

AA
%
E6%

B2%
BB%

E
5%

B7%
9E&

listorder=undefined&
pub_tim

e1=1982-01-01&
pub_tim

e2=2014-12-31

）
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
八
月
八
日
最
終
閲
覧
）。

（
36
）  

立
法
法
改
正
以
前
か
ら
、
自
治
立
法
権
と
地
方
立
法
権
の
両
方
を
有
し
て
い
た
自
治
区
人
大
の
場
合
、
一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
に

制
定
し
た
地
方
性
法
規
は
八
六
件
、
自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
は
四
〇
件
と
、
二
倍
以
上
の
差
が
出
て
い
て
、
地
方
立
法
権
に
頼
る
傾
向
を
見
せ

て
お
り
、
立
法
法
改
正
後
の
自
治
州
の
変
化
も
あ
る
程
度
予
想
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
統
計
デ
ー
タ
は
、
法
規
庫
（http://

china.findlaw.cn/faguiku/index.php?m
=Search&

seaStr=%
E8%

87%
AA

%
E6%

B2%
BB%

E5%
8C%

BA
%
E4%

BA
%
BA

%
E5%

A4%
A

7&
effid=220&

pub_tim
e1=1982-01-01&

pub_tim
e2=2014-12-31&

exc_type=0&
listorder=0&

p=6

）
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
八
月
八

日
最
終
閲
覧
）。

（
37
）  

吉
雅
『
民
族
区
域
自
治
地
方
自
治
立
法
研
究
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
一
五
〇
頁
参
照
。

（
38
）  

吉
・
前
掲
注
（
37
）
一
五
一
頁
、
冉
燕
辉
「
民
族
自
治
地
方
立
法
権
的
合
理
配
置
探
析
」
学
術
交
流
二
期
（
二
〇
一
七
）
二
頁
以
下
参
照
。

（
39
）  

恩
施
土
家
族
苗
字
自
治
州
人
大
常
委
会
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w.esnd.gov.cn/2015/0601/78207.shtm

l

）
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
八
月
八
日
最
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終
閲
覧
）。

（
40
）  

冉
燕
辉
「
区
域
立
法
合
作
的
有
益
探
索
與
思
考
―
基
與
酉
水
河
流
域
保
護
条
例
的
実
証
研
究
」
中
共
中
央
党
校
学
報
二
期
（
二
〇
一
七
）
八
四

頁
以
下
参
照
。

（
41
）  
雷
偉
紅
「
論
民
族
自
治
地
方
自
治
法
規
立
法
権
與
地
方
性
法
規
立
法
権
的
協
調
」
中
南
民
族
大
学
学
報
四
版
（
二
〇
一
八
）
一
四
八
頁
参
照
。

（
42
）  
統
計
デ
ー
タ
は
、
法
律
法
規
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://search.chinalaw.gov.cn/search2.htm

l

）
に
公
開
さ
れ
た
雲
南
省
各
自
治
州
の
二
〇

一
四
年
か
ら
二
〇
一
八
年
の
地
方
性
法
規
、
自
治
条
例
と
単
行
条
例
の
数
字
を
参
照
（
二
〇
一
九
年
八
月
八
日
最
終
閲
覧
）。

（
43
）  

人
大
は
、
年
に
一
度
の
会
議
で
そ
の
年
の
全
て
の
立
法
活
動
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
場
で
あ
る
。
会
議
期
間
も
短
く
、
一
週
間
程
度
で
終
わ
る

の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
長
い
場
合
で
も
一
〇
日
ほ
ど
し
か
開
催
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
自
治
立
法
の
み
な
ら
ず
、
地
方
立
法
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
う

こ
と
か
ら
自
治
立
法
に
費
や
さ
れ
る
時
間
は
さ
ら
に
短
縮
さ
れ
る
の
で
、
年
に
承
認
さ
れ
る
自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
の
数
は
相
当
限
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
、
人
大
の
み
が
制
定
主
体
と
な
っ
て
い
る
自
治
立
法
の
致
命
的
な
短
所
で
あ
る
。

（
44
）  

常
委
会
は
、
そ
の
名
の
通
り
人
大
の
常
設
機
関
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
月
一
回
は
会
議
を
行
う
の
で
、
立
法
活
動
が
滞
り
な
く
進
行
さ
れ
て
い

る
。
人
大
の
み
が
立
法
主
体
か
、
そ
れ
と
も
人
大
及
び
常
委
会
と
も
に
立
法
主
体
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
一
見
大
き
な
違
い
に
見
え
な
い
が
、

実
質
的
に
は
、
立
法
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

（
45
）  

中
国
は
、
①
中
央
に
高
度
集
中
さ
れ
た
体
制
が
長
く
続
き
、
他
国
と
歴
史
的
背
景
が
異
な
る
点
、
②
多
党
制
で
は
な
く
、
共
産
党
が
領
導
す
る

一
党
制
の
上
で
他
党
が
協
力
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
る
点
、
③
経
済
模
式
的
に
は
、
社
会
主
義
共
有
制
を
実
施
し
て
い
る
点
か
ら
、
三
権
分
立

は
中
国
の
実
情
に
合
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
立
法
権
、
行
政
執
行
権
、
司
法
権
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
模
式
で
は
な
く
、
三
権

が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
中
国
の
社
会
主
義
建
設
及
び
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
の
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
三
権
の
上
に
は
、
共

産
党
領
導
に
従
う
と
い
う
大
前
提
が
存
在
す
る
。
魏
海
群
「
再
論
中
国
不
能
実
行
三
権
分
立
制
度
」
湖
北
開
放
職
業
学
院
学
報
一
一
期
（
二
〇
一

一
）
三
三
頁
参
照
。

（
46
）  

王
学
仁
「
関
與
我
国
社
会
主
義
民
族
政
策
的
畿
点
認
識
和
体
会
」
西
北
民
族
学
院
学
報
三
期
（
一
九
九
四
）
一
〜
二
頁
参
照
。

（
47
）  

一
九
五
八
年
か
ら
の
大
躍
進
運
動
を
皮
切
り
に
、
一
九
七
六
年
に
終
わ
っ
た
文
化
大
革
命
ま
で
、
中
国
の
経
済
は
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。

（
48
）  

大
躍
進
運
動
と
は
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
に
続
い
た
社
会
運
動
で
あ
り
、
生
産
力
を
上
げ
、
強
く
て
豊
か
な
共
産
主
義
国
家
を
作

る
も
と
で
、
成
果
、
ス
ピ
ー
ド
を
強
調
し
、
実
際
の
状
況
に
合
わ
な
い
高
い
目
標
を
設
定
し
た
た
め
、
経
済
発
展
に
逆
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
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あ
る
。
龍
際
鋼
「
大
躍
進
運
動
的
歴
史
成
員
與
経
験
教
訓
」
安
徽
師
範
大
学
学
報
二
期
（
二
〇
〇
〇
）
二
七
三
頁
以
下
参
照
。

（
49
）  

蔡
克
文
「
从
毛
沢
東
到
習
近
平
：
共
享
発
展
理
念
的
演
進
」
改
革
與
戦
略
二
期
（
二
〇
一
七
）
三
一
頁
以
下
は
、
毛
沢
東
か
ら
習
近
平
政
権
に

至
る
ま
で
の
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
理
念
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
よ
る
と
、
毛
沢
東
は
、「
共
同
の
豊
」
を
強
調
し
、
全

国
民
が
貧
乏
か
ら
脱
出
し
、
と
も
に
豊
か
に
な
る
こ
と
が
社
会
主
義
を
維
持
す
る
根
本
理
由
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
農
業
、
商
業
、
工
業
と

も
に
力
を
入
れ
、
遅
れ
る
業
界
が
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
大
事
だ
と
し
て
い
た
。
鄧
小
平
は
、
社
会
主
義
の
本
質
は
、
生
産
力
を
解
放
す
る
こ
と

で
あ
り
、
生
産
力
を
発
展
す
る
の
が
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
と
し
、
目
標
は
、
全
民
の
豊
で
あ
る
が
、
全
て
の
人
、
全
て
の
地
域
が
、
差
の
な
い
同

じ
政
策
、
優
遇
を
受
け
る
の
は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
一
部
の
地
域
が
先
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
し
て
、
全
体
を
引
き
上
げ
る
の
が
、
全

体
の
発
展
を
果
た
す
近
道
で
あ
る
と
し
た
。

（
50
）  

改
革
開
放
政
策
は
長
三
角
地
域
（
上
海
市
一
帯
）、
珠
三
角
地
域
（
広
州
市
一
帯
）、
環
渤
海
地
域
（
北
京
市
一
帯
）
等
、
貿
易
に
有
利
な
沿
海

地
域
及
び
開
発
し
や
す
い
平
坦
な
地
域
を
中
心
に
始
ま
っ
た
。

（
51
）  

地
方
組
織
法
（
一
九
八
二
）
二
七
条
は
、「
省
政
府
所
在
地
の
市
及
び
国
務
院
が
承
認
し
た
比
較
的
大
き
い
市
の
人
大
及
び
そ
の
常
委
会
は
地

方
性
法
規
草
案
を
提
出
し
、
省
級
人
大
に
承
認
を
要
請
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
定
め
、
比
較
的
大
き
い
市
と
い
う
立
法
主
体
が
、
初
め
て
立
法

舞
台
に
登
場
し
た
。

（
52
）  

深
圳
市
、
夏
門
市
、
珠
海
市
、
汕
頭
市
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
市
は
、
出
口
特
区
の
あ
る
市
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
沿
海
地
域
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
対
外
貿
易
の
窓
口
と
し
て
特
別
支
援
や
優
遇
政
策
の
も
と
で
急
速
に
発
展
し
た
。

（
53
）  

二
〇
〇
〇
年
よ
り
実
施
し
た
西
部
大
開
発
は
、
基
礎
施
設
、
生
態
環
境
で
成
果
を
出
し
、
生
活
水
準
を
引
き
上
げ
、
当
該
地
域
の
産
業
が
新
し

い
レ
ベ
ル
に
達
し
、
教
育
、
衛
生
等
の
公
共
福
祉
領
域
も
一
新
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
劉
忠
「
我
国
西
部
大
開

発
閃
絡
研
究
総
述
及
反
思
」
経
済
学
動
態
六
期
（
二
〇
一
二
）
七
七
頁
参
照
。

（
54
）  

楊
旭
「
試
論
西
部
大
開
発
中
影
響
民
族
関
係
和
諧
発
展
的
因
素
」
貴
州
民
族
研
究
六
期
（
二
〇
一
四
）
八
〜
九
頁
参
照
。

（
55
）  

立
法
法
改
正
の
目
的
の
一
つ
は
、
地
方
権
限
の
拡
大
で
あ
る
。
そ
し
て
、
比
較
的
大
き
い
市
、
経
済
特
区
の
あ
る
市
が
正
当
な
理
由
な
し
に
、

政
策
上
の
理
由
か
ら
立
法
権
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
常
に
存
在
し
た
。
こ
の
二
つ
の
問
題
を
一
気

に
解
決
し
た
の
が
、
区
設
市
へ
の
立
法
権
付
与
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
治
州
は
、
同
じ
行
政
階
級
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
権
限
を
付
与
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
鄭
毅
「
対
我
国
立
法
法
修
改
後
若
干
疑
難
問
題
的
诠
释
與
回
応
」
政
治
與
法
律
一
期
（
二
〇
〇
六
）
四
九
頁
以
下
参
照
。

（
56
）  

憲
法
序
言
で
は
、
中
国
は
工
人
階
級
が
領
導
す
る
…
…
社
会
主
義
国
家
で
あ
り
…
…
共
産
党
が
領
導
す
る
多
党
協
力
及
び
政
治
協
商
制
度
、
人
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大
制
度
、
民
族
区
域
自
治
制
度
…
…
が
中
国
政
治
制
度
の
核
心
内
容
と
基
本
原
則
で
あ
り
、
社
会
主
義
民
主
政
治
の
証
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
胡

錦
濤
は
「
在
慶
祝
中
国
共
産
党
成
立
90
周
年
大
会
上
的
講
話
」
に
お
い
て
、「
人
大
が
根
本
政
治
制
度
で
あ
り
…
…
民
族
自
治
制
度
が
基
本
政
治

制
度
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
原
文
は
次
の
頁
（https://w

w
w.docin.com

/p-2162858979.htm
l

）
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
57
）  
一
元
二
級
多
層
に
つ
い
て
は
、
粟
丹
「
論
民
族
自
治
地
方
立
法
権
在
我
国
立
法
体
系
中
的
地
位
」
貴
州
民
族
研
究
一
期
（
二
〇
〇
六
）
一
三
一

頁
を
参
照
。

（
58
）  

「
属
国
制
」
は
、
漢
民
族
と
少
数
民
族
を
別
々
に
管
理
す
る
制
度
で
、
少
数
民
族
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
を
「
道
」
と
し
、
管
理
機
関
と
し
て

「
属
邦
」
を
設
置
し
て
、
特
別
地
域
と
し
て
集
中
管
理
を
行
っ
た
。「
き
び
政
策
」
は
、
各
民
族
の
首
領
が
世
襲
制
で
管
理
す
る
方
法
で
、
以
夷
制

夷
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。「
と
し
制
度
」
は
、
二
重
管
理
の
方
法
で
あ
る
が
、
内
地
に
あ
る
少
数
民
族
地
域
は
中
央
が
直
接
管
理
す

る
上
に
、
さ
ら
に
一
連
の
土
官
を
設
置
し
、
別
途
管
理
を
し
た
。「
り
ば
ん
い
ん
」
制
度
は
、
中
央
に
少
数
民
族
を
管
理
す
る
専
門
機
関
で
あ
る

「
り
ば
ん
い
ん
」
を
設
置
し
、
少
数
民
族
を
完
全
か
つ
厳
密
に
統
治
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
呉
宗
金
主
編
『
中
国
民
族
立
法
理
論
與
実
践
』（
中
国

民
主
法
制
出
版
社
、
一
九
九
八
）
九
一
〇
頁
以
下
参
照
。

（
59
）  

一
九
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
中
国
共
産
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
宣
言
」
で
は
、「
モ
ン
ゴ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
回
疆
で
自
治
を
実
施
し
、
民

主
自
治
邦
と
し
、
自
由
連
邦
制
で
中
国
本
土
と
も
に
統
一
し
、
中
華
連
邦
共
和
国
を
設
立
す
る
」
と
し
た
。
民
族
独
立
や
こ
ん
に
ち
の
民
族
区
域

自
治
制
度
と
は
異
な
る
も
の
で
、
一
定
の
区
域
で
自
治
を
実
施
す
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
の
自
治
思
想
が
生
じ
た
時
期
で
あ
る
。

（
60
）  

一
九
二
三
年
の
「
中
国
共
産
党
党
綱
草
案
」
で
は
、「
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
新
疆
、
青
海
等
の
地
方
と
中
国
本
土
の
関
係
は
、
当
該
民
族

の
自
決
に
よ
り
決
ま
る
」
と
し
た
。
前
年
の
政
策
と
だ
い
ぶ
異
な
り
、
こ
の
時
期
は
、
少
数
民
族
政
策
が
非
常
に
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。

（
61
）  

洪
・
前
掲
注
（
３
）
二
四
六
頁
参
照
。

（
62
）  

中
共
中
央
統
戦
部
編
『
民
族
問
題
文
献
匯
編
』（
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九
一
）
一
八
頁
以
下
参
照
。

（
63
）  

漢
民
族
は
主
に
中
原
地
区
に
居
住
し
、
少
数
民
族
は
、
東
北
辺
境
、
西
北
辺
境
、
西
南
辺
境
、
南
部
辺
境
等
の
辺
境
地
域
に
集
中
し
て
い
る
が
、

同
じ
少
数
民
族
で
も
、
様
々
な
地
域
に
広
範
囲
に
居
住
す
る
場
合
や
、
少
数
民
族
の
集
居
区
に
相
当
の
比
率
な
漢
民
族
が
居
住
す
る
場
合
、
漢
民

族
の
居
住
地
に
少
数
民
族
が
散
居
し
て
い
る
場
合
等
、
大
雑
居
、
小
集
居
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
洪
・
前
掲
注
（
３
）・
二
五
六
頁
参
照
。

（
64
）  

城
村
建
設
及
び
管
理
に
つ
い
て
、
二
〇
一
五
年
一
二
期
全
国
人
大
法
律
委
員
会
は
、「
立
法
法
改
正
案
の
審
議
結
果
に
対
す
る
報
告
」
で
、
主

に
城
村
企
画
、
基
層
施
設
の
建
設
及
び
市
政
管
理
を
含
む
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
国
務
院
の
都
市
体
制
改
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革
業
務
に
お
け
る
指
導
意
見
」
で
は
、
城
村
建
設
及
び
管
理
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
、
拡
大
解
釈
の
方
法
を
採
択
す
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

（
65
）  

余
章
平
「
中
国
民
族
自
治
地
方
的
類
型
」
四
川
統
一
戦
線
五
期
（
二
〇
〇
九
）
三
四
頁
参
照
。

（
66
）  

段
瑞
鶴
「
民
族
事
務
的
概
念
辨
析
與
界
定
」
百
家
巻
軼
二
一
期
（
二
〇
一
七
）
二
六
一
頁
参
照
。

（
67
）  
段
・
前
掲
注
（
66
）・
二
六
一
頁
参
照
。

（
68
）  
政
治
事
務
の
部
分
に
関
す
る
内
容
は
、
藩
紅
祥
「
論
民
族
自
治
地
方
自
治
立
法
和
地
方
立
法
権
的
科
学
界
分
」
法
学
評
論
三
期
（
二
〇
一
九
）

一
二
七
頁
を
参
照
。

（
69
）  

経
済
領
域
に
関
わ
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
祁
永
安
「
明
確
少
数
民
族
事
務
内
涵
重
構
一
二
五
建
設
重
点
」
西
北
民
族
大
学
学
報
二
期
（
二
〇
一

二
）
二
三
〜
二
四
頁；

李
長
亮
「
少
数
民
族
事
業
的
内
涵
及
其
解
読
」
西
北
民
族
学
学
報
二
期
（
二
〇
一
二
）
八
頁
参
照
。

（
70
）  

文
化
領
域
に
関
わ
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
蘇
文
寧
「
対
少
数
民
族
地
区
文
化
建
設
的
思
考
」
寧
夏
党
校
学
報
五
期
（
二
〇
〇
八
）
五
五
頁
以

下；

呉
善
茂
「
少
数
民
族
地
区
文
化
発
展
戦
略
研
究
」
新
疆
社
会
科
学
三
期
（
一
九
八
八
）
六
九
頁
を
参
照
。

（
71
）  

そ
れ
で
も
、
混
同
を
防
ぐ
た
め
、
自
治
立
法
権
の
範
囲
内
の
事
務
を
地
方
立
法
権
で
定
め
る
場
合
の
責
任
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
懸

念
の
声
も
あ
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
治
立
法
権
の
復
活
を
一
番
望
ん
で
い
る
の

は
、
自
治
地
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
治
の
特
色
、
自
治
権
が
な
い
と
、
自
治
地
方
の
存
在
意
味
も
な
い
し
、
他
の
地
域
と
変
わ
り
が
な
い
の

で
、
自
治
地
方
と
名
付
け
る
理
由
も
な
い
。
自
治
地
方
と
し
て
の
存
続
が
か
か
っ
て
い
る
以
上
、
自
治
立
法
権
の
復
活
の
た
め
、
自
治
地
方
は
、

積
極
的
に
協
力
す
る
は
ず
で
あ
る
。
自
治
地
方
と
し
て
は
、
自
治
立
法
権
の
行
使
が
現
状
難
し
い
た
め
、
や
む
を
得
ず
地
方
立
法
権
に
頼
っ
て
い

る
だ
け
で
あ
り
、
自
治
立
法
権
と
地
方
立
法
権
の
範
囲
が
明
確
に
な
り
、
自
治
立
法
権
に
対
す
る
承
認
制
度
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
現

象
は
改
善
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
72
）  

「
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
自
治
条
例
」
改
正
の
例
は
、
恩
施
州
政
治
文
「
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
人
民
政
府
関
與
請
求
審
批
恩
施
土
家
族

苗
族
自
治
州
自
治
条
例
（
修
正
案
草
案
）
的
請
示
」
六
七
号
（
二
〇
〇
五
）
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
73
）  

卾
政
函
「
関
與
恩
施
土
家
族
苗
族
自
治
州
自
治
条
例
（
修
訂
草
案
）
的
批
复
」
一
三
八
号
（
二
〇
〇
六
）
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
74
）  

冉
燕
輝
「
民
族
自
治
地
方
自
治
立
法
権
的
保
障
」
法
学
九
期
（
二
〇
一
五
）
三
三
〜
三
四
頁
参
照
。
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李　

侑
娜
（
り
　
ゆ
う
な
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

専
攻
領
域
　
　
憲
法

主
要
著
作
　
　 「
韓
国
に
お
け
る
条
例
制
定
権
の
現
状
及
び
拡
大
可
能
性
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第

一
一
九
号
（
二
〇
一
八
年
）

　
　
　
　
　
　 「
中
国
民
族
自
治
地
方
の
立
法
変
通
権
に
関
す
る
一
考
察
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第

一
二
一
号
（
二
〇
一
九
年
）

　
　
　
　
　
　 「
中
国
に
お
け
る
「
立
法
法
」
の
制
定
・
改
正
と
地
方
立
法
の
動
向
」『
法
学
政
治
学

論
究
』
第
一
二
二
号
（
二
〇
一
九
年
）


